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 開 議 

○議長（小椋孝一君）    これから本日の会議を開きます。 

  それでは、日程に入ります。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 諸般の報告について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１、諸般の報告を行います。 

  町長から議案の訂正の申し出がありますので、これを許します。 

  総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    大変申しわけありませんが、９月６日に提案説明させ

ていただきました議案につきまして訂正させていただくものでございます。 

  お手元に配付させていただいております事件の訂正請求書に添付しております正誤表

とあわせて議案書の２７ページと２９ページをごらんいただきたいと存じます。 

  訂正箇所を申し上げますと、議案書の２７ページの議案第７０号、和歌山県市町村総

合事務組合規約の変更に関する協議についての本文の中で、地方自治法第２８６号第１

項としてございますのを号を条に改め、第２８６条第１項と訂正させていただくもので

ございます。 

  また、議案書の２９ページ、議案第７１号の五色台広域施設組合規約の変更に関する

協議についても同様に、地方自治法第２８６号第１項の号を条に改め、第２８６条第１

項と訂正させていただくものでございます。 

  今後このようなことがないように努めますので、どうかよろしくお願いいたします。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    この際、町長及び執行部の方々に申し上げます。 

  今後、議案の提出の際には、提出後に訂正することのないように、提出前にいま一度

内容を確認の上、提出願います。 

  これで諸般の報告を終わります。 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（小椋孝一君）    日程第２、一般質問を行います。 
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  一般質問の通告は６名です。順番に発言を許します。 

  １１番、美濃良和君。 

（１１番 美濃良和君 登壇） 

○１１番（美濃良和君）    それでは、私のほうから議長のお許しを得ましたので４

点についてお聞きしたいと思います。 

  まず初めに、以前にもお聞きしましたように、平成２９年度からの介護に関しての対

策でございますが、どうかということでお聞きしたいと思います。 

  さらに、最近政府は、特別養護老人ホームの入所だけでなく、ヘルパーの派遣事業や

デイサービスの利用についても介護度３以上にするというふうな方向で通しているよう

であります。このことの示すことは、介護保険を利用させないというふうなことで介護

保険制度を延命させると、そういうことにつながるんではないかというふうに思うわけ

でございますけれども、そういう観点からいろいろと見ていかなければならないんじゃ

ないかというふうに思います。結局、今後、市町村がいろんな負担をかぶらなければな

らないというふうに心配するわけであります。 

  さて、３月議会でも質問させていただきましたように、来年度から要支援が自主的に

介護保険から除外され始めるということになろうかというふうに思います。実際には、

平成２９年度いっぱいまでということらしいですけれども、とりあえず始まっていくと、

そういうことであります。 

  これからサービスを受ける方々は、セルフケアに移行、またはさらに進んでボランテ

ィアとして支え手に回ると、利用者であった方々が反対にボランティアとして他の方々

を支えに回ると、そんなふうなケアプランが立てられるというふうなことに聞いており

ます。実際にそのようなことになるのかどうか、絵にかいたもちになるというようなこ

とはないのかというふうな心配もありますけれども、要支援についてのサービスは介護

保険を外れますけれども、実際にまちのほうに入ってくるお金は介護保険から入ってく

るということでありますけれども、しかし、問題なのは、介護保険から回ってくる金額

ですが、総合事業の問題は上限が設定されると、７５歳以上の後期高齢者の伸びが自然

増で５ないし６％というふうにされておったのが、７５歳以上の伸び率、全国平均の３

ないし４％以下に押さえ込まれる、こういうふうな方向になってくるということであり

まして、結局その分が足りませんから町の負担が出てくると、こういうふうな心配がさ

れるわけであります。 
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  これが単価というふうなところに影響が出てきて介護の事業所のほうに行くのか、あ

るいは利用される方々のところにサービスが低下するとか、利用者の本人負担がふえて

いくのかと、こういうふうなところで要するに心配になるとこでありますけれども、町

はこの間に検討されてきていると思いますけれども、その検討されたことについてお聞

かせいただきたいと思います。 

  次に、災害対策についてお聞きしたいと思います。 

  台風シーズンに向かいますけれども、ことしはまだ幸い台風らしい台風はこの和歌山

には上陸せずに大変ありがたいんですけれども、関東や北海道では大変な被害が出てい

ます。最近の台風というのはどのように動くのかわからない、環境の変化が台風に影響

を与えているというふうに思われますけれども、こういうふうなことが今後この年だけ

見てもどうなっていくのかということが大変心配されるわけであります。 

  ５年前の台風では、紀美野町にも大きな被害が出ました。真国川では昭和２８年のあ

の水害よりも川の水量が多かったと、そういうふうなことで真国から志賀野のほうにか

けて浸水等の被害が出ました。また、下佐々においては、少し水が出れば必ずと言って

いいほど家庭への浸水被害が出ています。そのほかあっちこっちに開発された別荘の分

譲地でも被害が出ております。その後対策を検討されているということでございますけ

れども、具体的に重機等機械を使った工事というのはなかなか至っておらないんじゃな

いかというふうに思います。 

  その状況でいよいよ台風シーズンを迎えるわけでございますけれども、河川に対して

対策をとれずにきた以上、大雨が降ったときどういうふうになってくるのか、家とか個

人の財産とか人命ですね、その対策についてどのように対策をお考えになっているのか

聞きたいと思います。 

  次に、農業対策についてお聞かせいただきたいと思います。 

  農家はだんだんと高齢化が進み、経営を続けるのが厳しい状況にあります。農家を取

り巻く情勢は、働き手の高齢化や政治においてはＴＰＰなど外国からの輸入によって価

格の低迷などがあります。しかし、日本の農業がなくなってしまうとどうなるのか。 

  ここにアメリカの食料品の実態というのがありましたので少し説明させていただきた

いと思うんですが、アメリカではＦＤＡというアメリカ食品医薬品局というのがあるそ

うであります。このＦＤＡは、保健福祉省に属して農務省が所管する食品、また食品の

加工品、卵加工品以外の食品全般の安全規制を担当している政府機関だそうであります。 
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  このＦＤＡが異物混入を法に基づいて差し押さえなどの強制措置を発動するというこ

とになっておるようでありますけれども、要するに強制措置をするのかどうかの基準で

ありますけれども、これが大変ひどいもんなんです。 

  このＦＤＡが異物混入をひどいものでありまして、マッシュルームの缶詰ならウジム

シ２０匹、トマト缶詰ならウジムシ２匹、レーズンならハエの卵３５個、ウジムシ１匹、

カビ１０％、マカロニやったらネズミの毛四、五本など、この未満だったら人間が食べ

ても健康を害さないからということで許容されるんだそうですね。 

  経済効果が優先される結果でありまして、それに対して日本はどうかと言いますと、

２０１４年、おととしですけれども、インスタント焼きそばのぺヤングというのがゴキ

ブリが１匹混入していたということで大問題になって、保健所はメーカーに製品回収を

指導してメーカーは５カ月にわたって製造を中止して工場の改修などの再発防止策をと

ったということであります。 

  この違いがあるわけであります。日本の食料品が製造されなくなったらどうなるのか、

輸入しなければならなくなりますけれども、こういうふうなリスクが伴うんですね。で

すから、日本の食料を守るということがいかに大事であるべきか。ですから、紀美野町

でも農業を守るということが食の安全の面からしても、また仕事がなくなってきた中で

仕事の確保という点からしても大変大きな意味があると思います。 

  さて、そこで、紀美野町では高齢化した農家でも農業が引き続きできるように町長の

独自施策として農機具の購入補助を行っているわけでございますけれども、これは大変

すばらしい施策であるわけですが、残念ながら問題もありまして、段々の田んぼなり畑

においては、機械というのがなかなか使えないところもあるわけであります。そういう

ことから圃場整備が必要になってくるわけでございますけれども、県の事業を使うと大

変金額が張ってくる。構造物等をつくっていきますからね。そういうことで、今度この

圃場整備というか、田の枚数を減らすということは、その土地を買ってもらう上でも買

ってもらいやすくなると、そういうような意味で放棄される水田なり畑が少なくなって

いくのにつながっていくというふうに思います。 

  以前、私は美里町のころに、今度、紀美野町議会が１０月に視察に行きますけれども、

長野県の栄村に個人視察で行ってまいりました。栄村というのは大変な豪雪地帯で、冬

は雪をかかないと仕事にも行けないと、道路ですね、そういうふうな状況の中で、村が

雪かき用にオペレーターを雇っている。この方は冬は雪かきの仕事をし、夏は重機を使
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って田直し、要するに圃場整備をやっていくと、そういうふうなことをやっておられま

した。私も現場を見てきたんですけれども、そういう中では、要するに段々の田んぼを

１枚にするというふうなことがされていました。 

  こういうふうに設計書を書き、構造物をつくったというんではなくて、オペレーター

とそれから地主が話し合って、こここんなんしてよと、そういうふうな形でやっていく

ので非常に安価に仕事ができる。また、それに対して村も応援するわけでございますけ

れども、こういうふうなことをされておりました。 

  うちの紀美野町としても、今こういうふうなことから、できるだけ安価に仕事ができ

て、そして効率性のある、そういう施策をとっていくべきではないかと思いますが、町

長の考えを聞きたいと思います。 

  また、最近、担当課のほうにて伺ったんですけれども、農家支援の施策というのは結

構あるんですよね。しかし、せっかくの施策も農家の方々が知らなければ残念ながら実

行に移せないと、そういうようなことからできるだけこれを徹底していただいて、数少

なくなってきている農家ですけれども、守って農業を続けていってもらうというふうな

ことがされなきゃならんというふうに思いますが、お考えをお聞きしたいと思います。 

  最後に、小規模住宅改修助成制度について聞きたいと思います。 

  以前からこの問題についてはお聞きしてまいったんですけれども、以前に聞いたとき

には、担当課長から非常に効果のある制度というふうな答弁をいただいたんですが、残

念ながら制度化ということには至っておりません。 

  この質問をするに当たりまして、先日この制度の先進地ですね、和歌山県において高

野町に行ってまいりました。地方創生を強引に進めるという政府は、増田レポートとい

うのを作成して、消滅する自治体と、そういうふうなことで名指しでおどしをかけてお

りますけれども、この紀美野町もそうですが、さきに高野町があるんですね。消滅する

消滅すると言いますけれども、消滅する科学的根拠というのは非常に問題があるんです

ね、女性が５０％とか、そんなふうなことだけで消滅するんかどうかって非常に問題が

あるんですけれども、とりあえずそういうようなことを言うてるんですね。 

  実際この高野町では、高齢化率が５０％、うちは４０％台ですから、まさに先に行っ

てるので、しかし、人ごとのように言っていたら、次にうちがそういうふうなことにな

っていくので、今そういうことから高野町は非常に必死になってその対策をとっている

ようであります。 
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  その１つがこのリフォームの助成制度なんですけれども、平成２５年から３年間の計

画で始めたそうであります。１,４００軒の家があるそうでありますけれども、そうい

う中で申請があって交付したのが２５年は９５件で事業費６,２５６万７,６５７円と、

これに対して補助金は１,６８３万４,０００円、ですから３.７倍の仕事をしてくれて

るんですよね。２６年は１２０件で事業費が７,４２９万６,０００円、それに対して町

の補助金は２,１３６万８,０００円、ですから３.５倍の仕事をしてくれてると。２７

年は７０件に対して事業費が４,３２２万７,０００円、町の補助金は１,２８６万９,０

００円で３.４倍ですか、こういうふうなことでこの３年間の計画、全体を見てみまし

たら、２８６軒の家が工事をされて１億８,００９万１,０００円、町の補助金が５,１

０７万１,０００円ですから、３.５倍余りの工事になっていると、こういうふうなこと

で、１つには、町のだんだんと工事額が減ってきています。 

  これはいたし方ない部分があると思うんですが、合併前に例えば美里町だけでもたし

か２０億円近い普通建設費があったかというふうに思うんです。それが合併協議会の数

字を見てみましたら１０億円になると。大変２町ですから少なくなるなと言うてたんで

すけれども、実際には５億円、６億円というようなことになっています。普通建設費で

すけれども、こういうふうな状況になっています。 

  実際そういうことから建設関係を廃業される方々も多くなってきていますから、これ

は今後仕事がなくなるということとともに、１つにはいろんな災害が起こったときの対

策という点でも心配が残ります。 

  また、一般の町民の方々ですけれども、私もある方に聞いてびっくりしたんですけれ

ども、９０歳前後の御夫婦だけで住んでおられる家がありました。そこでちょっと道を

何とかしたいんだということから話が始まったんですが、この方はだんなさんは当然９

０回っていて、この方は結構いろんな遊びが好きでして、パチンコとかそういうような

ことをやっておられたみたいです。早くから年金もらいたいということで６０歳からも

らったので大体半分、奥さんのほうは６５歳まで待ってもらったということなんですけ

れども、ですから２人合わせて５万円か６万円というとこかなというふうに思うんです

けれども、しかもまだだんなさんはお金があったらやっぱり遊びたいというようなこと

があって、本当にこの５万円、６万円というふうな数字の中で大変なことになっている

と。お金がないやろうなというふうに思ったんで生活保護の話をしたんですけれども、

いろいろ聞いていったんですが、幾ら持っておられるんよと聞いたら、２００万円ある
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と言うんですよ。ですから、まさに家のそばにある畑に野菜をつくり生活されているん

でしょうけれども、本当によくつめの先に火をともすという言葉がありますけれども、

そんな状況の中でためられたんだなというふうにびっくりしました。 

  紀美野町は結構預金額があるんではないかというふうに思いますけれども、いろんな

点でお金を置いておかなければ大変だということで皆さん本当にためておられるんです

けれども、しかし、せめてある程度の生活をして終わっていければいいんじゃないかな

と。だから、窓ガラス割れてもなかなかよう変えないとか、それから敷居が減ってきて

戸の開け閉めも苦労するというふうなことがあったりしている中でも、一生懸命我慢し

ながら生活されているというふうなことにあるかというふうに思うんです。 

  そういうふうな方々も含めてやはり少しでも快適な生活をして過ごしてもらうという

点からしても、このリフォーム助成制度で大きな金額ではないにしてもやっていっても

らうと。無論、高齢者だけじゃなくて、今、町は家の新築、あるいは改修には一定のお

金を出すという制度を少し拡充されてきていると思うんですけれども、使い勝手のよい、

そういう金額は余り大きくなくても使い勝手のいいものでしようかなというふうな思い

になってもらう。それで一旦来てもらうと、今度はやっぱりちょっとついでにここもし

たいという、我慢していますから、これもやっておきたいというふうな気持ちになって

いってこのように金額がふえていくんかというふうに思うんですけれども、せっかくた

めた金でありますけれども、やっぱり使ってこそお金ですから、そういう点で町民の利

用される方も、また工事をされる方もそういうふうなことでふえていくと。 

  また、高野町の担当の方に聞いたんですけれども、やっぱりよそから来た人に対する

いろんな施策をとっていくということは大事だけれども、町に以前から住んでいる方々

に対しても同じようにやっていかなければうまくいかんというふうなことでこういう制

度をやっていると。 

  先ほど言いましたけれども、３年間やったんですが、２７年の３年間だったので２８

年も同じく今現在やっていて、恐らく年度末には同じような件数になるやろうというふ

うなことで言っておられました。 

  さらに、来年度どうするんかということで聞いたんですが、まだそこまでは検討して

ないけれども、しかし、もっと使い勝手のいいものにして何とかやっていきたい。例え

ば商店が結構あるんですけれども、これは住宅のほうで商店には使えないので商店も利

用できるようなものにするとか、そんなことを考えているようであります。 
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  そういうふうな点とともに、やはりこの町においてもやってもらって、金が動くんで

すから当然３年間で町が５,１００万円出して１億８,０００万円の工事ができた。これ

は当然税金にはね返ってくるものでありますよね。そういうふうなところから考えても、

やはり町の景気対策、また快適に少しでも過ごしていただけるというふうな施策、そう

いうふうなことを含めて町の考えを聞きたいと思います。 

  この４点についてお聞かせいただきたいと思います。 

（１１番 美濃良和君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    私のほうからは、美濃議員の１つ目の御質問、

平成２９年度からの介護についての対策についてお答えいたします。 

  平成２６年６月に成立いたしました医療介護総合確保推進法により、介護保険の分野

では、地域包括ケアシステムの構築と介護保険制度の持続性の確保のために介護保険制

度始まって以来の最も大きな改正がなされました。 

  このうち要支援認定者の介護予防サービスのヘルパーとデイサービスを新しい介護予

防・日常生活支援総合事業（以下、新総合事業と申し上げます）へ移行することとなっ

ており、本町では平成２９年４月に実施することとしております。 

  本年３月議会にも美濃議員からの同様の御質問をいただいた際には、担当者や関係者

による勉強会や意見交換会等検討を重ねているとの答弁をさせていただいているところ

ですが、今回はそれ以降の状況について及び今後の予定をお答えいたします。 

  本町では、要支援認定者の介護予防サービスを一律に新総合事業に転換してしまうと

いうことではなく、高齢者御本人の状況を十分に把握したり、説明する入り口の部分の

強化を図りたいと考えております。 

  そのために窓口は保健福祉課、または御本人が来所することができない場合は、訪問

により介護サービスや予防サービス、また新総合事業についての相談を受け、基本チェ

ックリストなど必要な内容を聞き取り、高齢者御本人の有する能力に応じ自立した日常

生活が営めるために必要なサービスなどの助言を行っていきます。 

  また、来年１月からは、現在、要支援認定者を受けている方の有効期間が切れる約２

カ月前ごろをめどに御本人や家族、ケアマネジャーなどとサービス担当者会議を開き、

現在利用中のサービスの必要性の有無や新総合事業への転換の是非、また、御本人の有
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する能力の維持向上のために必要な助言等を行う予定です。 

  具体的には、必要性に応じて従来のヘルパーやデイサービスの利用が必要な場合は、

平成２９年４月以降でもみなし指定として現状のままの利用が可能な場合があります。 

  また、現状のサービスの利用の必要性が低くても、何らかの簡易な生活の支援や通所

の必要性があれば、新総合事業としてヘルパーにかわる生活支援サポーター、デイサー

ビスにかわる短時間や運動を強化したデイサービスなどを考えております。 

  生活支援サポーターは、９月広報紙と各戸配布でお知らせしているとおり、１回３時

間の講座を３日間受講された修了者が町内の事業所等に登録し、生活支援を提供できま

す。 

  現在、紀美野町社会福祉協議会やシルバー人材センター等と具体的な内容を詰めてい

る段階です。 

  また、短時間や運動を強化したデイサービスにつきましては、町内事業所と相談を行

っているところです。 

  報酬単価などにつきましては、近隣市町の状況を注視しながら検討を行っているとこ

ろですが、具体的な単価の決定まではまだ至っていない状況です。 

  なお、高齢者等の生きがいづくりや集える場として実施しております地域サロンにつ

きましては、従来どおり高齢者福祉事業として実施していく予定です。 

  本年９月には、新しく２名のサロンコーディネーターを雇用し、３人体制となりまし

た。これによりサロン活動を充実させるとともに、多くの地域に出向き健康づくりや介

護予防活動などを積極的に進めていく予定です。 

  次に、御質問の特別養護老人ホームの入所の重度化につきましては、全国一律に平成

２７年４月以降の入所に対しての対象者は要介護３以上の方となっておりますが、それ

以前に既に入所されている方につきましては、要介護３未満の方でも退所の必要なしと

なっております。また、要介護１・２の方でもやむを得ない事情がある場合には、特例

入所が認められておりますので、必要に応じて保健福祉課の担当者がかかわりをするこ

とになっております。 

  以上、まだ決まっていない部分もありますが、１２月中には決定する予定でございま

すので、決定した際には制度の周知等十分に実施する予定でございますので、御了承い

ただけますようよろしくお願いいたします。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 
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○議長（小椋孝一君）    建設課長、井村君。 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    私のほうからは、美濃議員質問の２問目の災害対策に

ついてお答えをさせていただきます。 

  議員御質問の平成２３年９月２日から４日の台風１２号による４２時間にわたり降り

続けた２００ミリを超える豪雨により、農災、土木災、林災で１０８件の被災箇所があ

りました。これらの復旧に関しましては、期間のかかる箇所で３年をかけて工事を行い、

全てを完了しております。 

  志賀野地区、下佐々地区の浸水につきましては、真国川、貴志川の氾濫によるもので

あると思われますが、町より要望を行い、県によるしゅんせつ工事等で対策していただ

いているところであります。また、貴志川流域におきましては、県の河川整備計画の審

議会が開催され、改修に向けての計画が進んでいるように聞いてございます。 

  町におきましては、町管理河川である長谷川、柴目川、中津川、坂の谷川の改修工事

を現在実施しているところであります。 

  以上、簡単ですが、答弁とさせていただきます。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    産業課長、湯上君。 

（産業課長 湯上章夫君 登壇） 

○産業課長（湯上章夫君）    それでは、私のほうから美濃議員の３番目の質問、農

業対策についての要旨として、小規模で簡易な区画整理と周知対策についてお答えさせ

ていただきます。 

  現在の農業におきましては、高齢化と後継者不足により耕作放棄地の発生が増加し、

その上、鳥獣害による農作物の被害で耕作意欲が失われかねない状態になっております。 

  このような現状の中で、紀美野町におきましては、国や県などのさまざまな補助金を

受けながら農業振興に取り組んでいるところでございます。 

  また、町単独事業の紀美野町農業経営支援事業は、近隣の市町村で行っていない農業

機械の購入にも支援をし、大変好評を得ているところでございます。 

  議員御質問の小規模で簡易な区画整理についてですが、現在、前述の農業経営支援事

業のメニューの１つに農地改良などがございます。内容につきましては、農地面積１０

アール以上で２戸以上のグループが行う事業に対しまして３分の１以内で５０万円を上
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限として支援をさせていただいております。 

  また、事業の周知に関してですけれども、「広報きみの」毎年４月号に掲載するとと

もに、チラシを作成し、本町産業課、支所へも設置しております。 

  町よりの周知の最大の手段として、各戸に配布いただく広報と考えておりますので、

御理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

  また、今後も農業を取り巻く情勢の変化に対応できるよう、農業の関係者の皆様やＪ

Ａなどの方々と協議を行いながら農業に対する支援事業を進めてまいりたいと存じます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（産業課長 湯上章夫君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    企画管財課長、中谷君。 

（企画管財課長 中谷昌弘君 登壇） 

○企画管財課長（中谷昌弘君）    それでは、ただいまの美濃議員の御質問につきま

して、私のほうから４つ目の小規模住宅改修助成事業についてお答えをいたします。 

  議員御質問の小規模住宅改修助成制度につきましては、以前から何度か御質問をいた

だきました小規模住宅リフォーム助成制度かと考えてございます。 

  当助成事業につきましては、制度導入による地域への景気対策や雇用の安定、住環境

の向上への一定の効果があることについては理解をしているところでございます。 

  しかしながら、本町におきましては、住宅改修助成事業につきましては、重要である

と考え積極的に進めているところでございます。 

  現在、町が実施している定住促進補助事業、また、個人住宅の木造耐震工事への補助

事業、高齢者及び障害者を対象とした居宅改修補助事業等を積極的に取り組んでいると

ころでございます。 

  また、公営住宅の長寿命化のための改修工事と建築関連業者にかかわる事業に対して

は、町内への経済効果、景気対策効果を期待しているところでございます。 

  当町では、定住促進補助事業を若者の町外流出という人口対策の重要な事業として位

置づけ、平成２３年度から事業を実施し、平成２５年には、この制度の充実を図るため、

増改築工事の補助対象額の引き下げを行い、利用者に活用しやすい制度といたしました。

また、今年度から対象年齢を５０歳に引き上げ、活用してもらいやすいように改正をし

てございます。 

  小規模住宅リフォーム助成制度につきましては、現在、町が実施している定住促進補
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助事業と事業目的や補助対象者の内容が幾分異なっているものの、共通点も多いことか

ら、町財政が今後さらに厳しい状況になることが見込まれる現状におきましては、事業

を同時に実施することについては難しいものであると考えてございます。御理解を賜り

ますようお願いいたします。 

  以上、簡単ではございますが、答弁とさせていただきます。 

（企画管財課長 中谷昌弘君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    順番に行きたいと思います。 

  この介護保険に関してでございますけれども、実際これから、さきにも申しましたよ

うに、自然増が５ないし６％、それが全国平均の３ないし４に押さえ込まれていくとい

うことについて、そういうことからいろいろと支障が出てくるということが心配される

わけなんです。これがまず１点。 

  それで、どういうふうに具体的なことが検討されているのかなというふうに思うんで

すが、今、国のほうが言ってるのは、セルフケアと、要するにもうあがでせいよと、あ

がでするだけやのうて他人もしたれよというのが考え方にあるようなんですね。ですか

ら、自分のことは自分でせい、また反対に困っている人を助けたれと言うことは立派で

すけれども、しかし、実際そういうふうになるんかどうかですね。そういうことに対し

て今までの介護保険の制度というのが基本的におかしなってくるんじゃないかと。 

  今、デイサービスなりヘルパーの派遣を受けている方々というのは、それを利用され

ることによって要するに介護の進行を抑えるということにつながっていくわけでしょう。

例えばよう聞くんですけれども、口の中の清潔というんですか、こんなことなんかも進

めていかなければ歯の問題から始まって内臓へも影響してくるというふうなことを聞く

んですけれども、こんなことなんかも介護の低い時点でやっておかなければ進んでくれ

ばなかなかできなくなってくる。要するに介護度３というのは、相当体が動かない状態

になっているわけですよね、そんなふうなところでいいんかどうか。 

  今いろいろと支援サポーターというふうな制度というんですか、方にもお願いしてや

ってもらうんだということですけれども、何にしても幾つかの講習を受けるというふう

なことでありましたけれども、現在のヘルパーなりそれなりの仕事ができるんかどうか

という問題があるかというふうに思うんです。 

  何にしても介護保険制度という自体が、介護保険はこういう形で残ったとしても制度
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がなくなったらどうなるんよ、利用者はということになっていくんではないかというふ

うに思うんです。 

  大体２０２５年ですか、これで高齢者と若者の比率というのも変わっていくんだとい

うふうに言われますけれども、ここで本当にそういうことで２０２５年を目指して、今

から２０年ちょっと前に消費税の導入がされたと、それがされて本当だったらその消費

税だけで十分にいけるところを介護保険制度というのを入れて個人が保険料を払い、４

０歳以上ですね、さらに利用するたびに個人の本人負担を払いと、こういうふうなこと

で来て今度は利用ささんということにならんというふうに思うんです、一般住民として。 

  それの対策として、今言われているところの本当にどれだけの効果があるんか、それ

からもう１つは、サロンということで前回のときにも答弁いただいたんですけれども、

サロンが月に１回何とかやっていくんですけれども、これがコーディネーターまで置い

て進めていくと。確かにサロンを進めていくというのはいいんですけれども、どこが経

営できるんか。つまり私の近所を見ても、そういう方々を要するに１個の会場に連れて

くるということが大変難しいんです。極端な話、運ぶ途中で事故が起こったら誰が責任

とるんかというようなことにも発展しかねないような問題があったりして本当に苦労す

ることがまずあると。そういうふうなところがどれだけうまく解決するんかなという、

その辺のところはどうなっているんかお聞かせいただきたいと思います。 

  それから、災害の問題ですけれども、今、課長が言われたのは、真国川においてはし

ゅんせつ工事されているし、貴志川においてもそういう改修が進んでいると、こういう

ふうに答弁いただいたんですが、これどうですか、余り具体的には動きがないように思

うし、これで今言う５年前のような雨が降ったときに問題が起こらない保証はないです

よね、恐らく余り変わってないように思うんです。 

  そうであった場合にそういう対策というんですか、起こることを前提に対策も考えて

おかなければならんというふうに思うんですが、その辺についてはどうであるんか。起

こってみなわからんというふうなお考えなのかどうか少し気になるんですけれども、こ

れについてもう一度お聞かせいただきたいと思います。 

  農業対策なんですけれども、農地改良、要するに圃場整備です。１０アール以上、２

戸以上であれば３分の１補助ですか、５０万円ですか、これがやっぱり金額がどれだけ、

工事費がどれだけになるか。５０万円補助をいただいたとして、要するに構造物も擁壁

なり石垣を積んだりとか、そんなものをつくっていけばどうしても金額が張ってきて５
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０万円いただいたとしてもあと残りを個人の負担が大きくなってくる。そういう点でい

ろいろとしていただいているんですけれども、こういう栄村のいいとこは、構造物は余

りつくらずにやっていくという点で進めている。そういうふうなところがあるかという

ふうに思うんです。 

  ５０万円の補助ですけれども、それで具体的に農家としてどれだけやる気になっても

らえるかどうか、そこのところはやってみなわからんというんですか、そういうことで

も少しちょっと残念なことで何かと心配しますので、その辺の要するにサービスはある

けれども、やってもらえるかどうか、その辺の把握はどうなっているんか聞きたいと思

います。 

  それから、町の農業の制度についての広報ですけれども、ＪＡと協議したり、それか

ら広報すると、そういうことで今おっしゃられたかというふうに思うんですけれども、

これについてとりあえず進めていただいてできるだけ知ってもらうと。なかなか広報と

いうのも、本当にせっかく広報したけれども、見ていただけなくて歯がゆい思いもする

んですけれども、とりあえずやった上で検討していただくということになってくるかと

いうふうに思うんですけれども、とりあえずやっていただきたいと思います。 

  それから、４点目の小規模住宅リフォームですね。いろんな住宅施策をやっているの

で似たような制度については今のとこ考えてないと、こういうことで言われたんかとい

うふうに思うんですけれども、それでは今言われている町のとってきた施策に対してど

れだけの金額が動いたかについてはお聞かせいただきたいと思うんです。 

  また、新築という場合は金額がはるんですけれども、町内業者であるんか、その辺の

ところの把握はされているんかどうか。何にしても景気対策というふうな面もあります

ので、町内でお金が回っていただかなければ景気対策にならない。また、町営の税金と

して貢献もできないと、こういうふうなことになると思うんですが、そういう面ではど

れだけの効果があったのかもう一度お示し願いたいと思います。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前 ９時５１分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 
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○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前 ９時５１分） 

○１１番（美濃良和君）    方言が出ましたので、２回目の質問の中で、１番目のと

ころですね、介護保険に関してあがというのが出たそうなので、これはあがをそのまま

使ってもらっても結構なんですけれども、とりあえずわかりやすいように自分というふ

うに字句の訂正を願いたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長 湯上君。 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    美濃議員の再質問にお答えいたします。 

  先ほどちょっと趣旨が違ったら申しわけないんですけれども、言っていただいたこと

は、国は自分でせよというような方向になっているということであったかと思うんです

けれども、介護保険の趣旨につきましては、常に今ある状態から予防に努めるという国

民の義務とかもありまして、それを全面的に言ってるのかなとは考えているんですけれ

ども、セルフケアというのは、自分でできることは頑張ってする。でもできないことは

お手伝いして支援してもらったり、もっと必要な場合は介護してもらうということかと

考えております。 

  また、高齢者の方にボランティアということも進めているというお話であったかと思

うんですけれども、ボランティアにつきましても生きがいを持って生活してほしいとい

う一環で国のほうは周知されているのではないかと考えております。 

  先ほど答弁もさせていただいたんですけれども、紀美野町というところは小さな町で

国が想定しているような大きな考えと少し実情が違うところもあります。お話させてい

ただいたように、本人さんの状態というのを行政、保健福祉課という表現をさせていた

だいたんですけれども、紀美野町の地域包括支援センターという位置づけで、御本人と

か環境とかそういういろんな状況を十分に把握した上で、それでも介護サービスとか予

防サービスが必要なのか、これは御自身で役場でやっています健康教室とかで３カ月ほ

ど頑張っていただいたら、あと御自身でお家で運動されたら改善の見込みがあるん違う

かとか、いろんな詳しいことを訪問とかによって御相談させていただいて御指導させて

いただきたいと考えております。 

  それと、高齢者御自身のボランティア活動につきましては、先ほど説明させていただ

いた生活支援サポーターの養成に参加していただけて、お近くの少し介助の必要な方に

支援されるような形ができればなと考えているんですけれども、いずれにしましても資
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格の持っているヘルパーではなくて、簡易な研修で修了された方にお手伝いをしていた

だきますので御心配のお話だったかと思うんですけれども、必ずどこかに所属していた

だくということで常に資質向上のために研修を重ねてもらう予定にはしております。ま

た、単独で行動しますが、必ず上司の方には報告されて気になる点はお伝えして必要に

応じて行政に相談してもらうということを考えております。 

  また、先ほどおっしゃられたように、介護の重度になった方ではなくて、軽度のうち

から口腔ケアとかいろんな運動指導とかもそうかと思うんですけれども、そういうかか

わりをしたほうがいいのん違うかというお話があったかと思います。それにつきまして

は、保健福祉課が先ほども申し上げたように、御本人に応じて相談とかいろんな形で御

指導させていただいたり、教室につなげたりさせていただいております。それもまた今

後進めて介護予防とか健康づくりを積極的に進めていきたいと考えています。 

  また、紀美野町は、地域性もいろいろさまざまあるかと思います。先ほど申し上げた

とおり、地域に出向いていくことを基本にいろんな事業を展開して考えております。 

  サロンにつきましても、交通のこととか不安も今のところあるんですけれども、先ほ

ど申し上げたとおり、コーディネーターがもっと積極的にかかわりを持ってもう少し細

かい地域で実施できるような形を、交通が不便なところでも開催できるように検討を重

ねているところで、送迎についてもまだまだ今後検討の余地はあるんですけれども、サ

ロン活動ということで生きがいづくりを進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小椋孝一君）    建設課長、井村君。 

○建設課長（井村本彦君）    私のほうからは、美濃議員の災害対策についての再質

問にお答えをさせていただきます。 

  具体的な動き、対策はあるのかということでございますが、９月１日付で和歌山県土

木部のほうから公開されております紀ノ川水系貴志川圏域河川整備計画の原案の概要と

いうことでパブリックコメント等々も実施されておるようでございます。こちらのほう

によりますと、河川整備計画の整備目標及び整備内容ということで、貴志川の洪水対策

は、将来的には過去最大の洪水に対応するものとするが、早期に一定の整備効果を発揮

させるための段階的な整備として、近年の最大洪水、平成２３年９月と同規模の洪水に

対して家屋浸水被害を解消させるとなってございます。 

  ですから、こちらは公開されているものに関しては、町内の貴志川本流２カ所につい
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ての改修がされているようでございますが、伺っている話によりますと、真国川につい

ては町内、また２カ所についての箇所別の対応も検討していただいているようでござい

ますので、こちらのほうが実施されれば解消されるということでございますが、それま

での間として、先ほども申し上げましたが、危険な箇所に関しては、しゅんせつ等々で

要望して対応していかなければならないということであろうかと思っております。 

  以上、簡単ですが、答弁とさせていただきます。 

○議長（小椋孝一君）    産業課長、湯上君。 

○産業課長（湯上章夫君）    議員御質問の中で、どれだけ整備をすることにやる気

になれるかという、支援した後でのお話かと思います。 

  まず、整備を御要望される農家の方々というのは、意欲を持ってこの次からも農業を

していきたいというお考えのもとに周りの方々と共同で整備をしていこうと考えておる

のが多分基本かと思います。 

  複数による支援を受けるということは、その方々も同時だと思うんですけれども、ま

たその横の周りの方々もええようにやったなというようなことで影響があるのではない

かということで、意欲につきましては、私たちのほうからは、こういう支援がございま

すということの周知の中で啓発とかお知らせもしたいと考えております。 

  支援を受けたいという方は、そのぐらいの御意欲があるということで、まずその方々

は積極的に今後もやっていただけると考えます。 

  あとまたその整備することによってほかの支援、農業に関しての支援がいろんなもの

がございます。県・国・町がするものがございますので、そういうところの支援の策も、

こういうことがございますよとかというような御案内や相談は私たちのほうでもできる

だけその機会にでもできたらなと考えます。 

  あと周知に関しましては、広報を中心にチラシもそうですけれども、各種農業関係者

の方々が主にお集まりになるときには、その周知をしていきたいと考えておりますので

よろしくお願いいたします。 

○議長（小椋孝一君）    企画管財課長、中谷君。 

○企画管財課長（中谷昌弘君）    それでは、美濃議員の再質問でございます。 

  小規模リフォーム助成制度について、どういう住宅施策をやっているのか、それと金

額についてはどうか、町内業者についてはという御質問でございました。 

  基本的に本町といたしましては、過疎化に伴う人口減少対策を最重点課題として取り
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組みを進めているところでございます。中でも定住促進補助金につきましては、決算額

で申し上げますと１,１１０万円の支出をしてございます。移住者につきましては７名、

町内の方については９名、１６名の方が御利用をいただいてございます。 

  助成につきましては、町内の方については４０万円、移住者の方については５０万円

ということになってございますが、建築費用からすると、新築の場合を考えますと何千

万というような形の大きな事業者には効果があると思ってございます。 

  何社であるのかということなんですが、２７年度におきましては、町内業者は２社で

ございます。 

  以上、簡単ではございますが、説明といたします。 

○議長（小椋孝一君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    この介護保険の問題については、いろいろとやられると、

介護保険で今までのデイサービスなり、ヘルパーの派遣が従来どおりいかなくても町の

ほうでそれにかわるような形の中でやっていきたいということなんですけれども、はっ

きり言うて今までどおりはいかんわけですね。ですから、町の職員をふやす、また今、

支援員ですか、国からの制度を使った。当初予算で審議があったと思うんですけれども、

そういう方がまた９月から２名来られたということで答弁があったと思いますけれども、

それで十分に今までどおりいけるんかどうかという点では問題がある。 

  それと、さらに特別会計の給付をどないしていくんかということで今までどおりいか

んと、２７年度の５ないし６％が３ないし４になってくれば当然財源不足になってくる。

その辺の対策については、これは担当課だけでは何ともならん問題だと思うんですけれ

ども、これについて町はどんなふうに考えておられるのか。財源不足が起これば、当然、

初めにも質問の中に入れさせてもらったように、事業所に対して渡す金が減るのか、あ

るいは利用者のサービスが減るのか、あるいは事業者の本人負担がふえていくのか、こ

このところはどうなっていくかということの検討はまだされてないわけですか。 

  いろいろとだから要するに今までの現行のところができないから、その対策として、

今、課長が言われたようなことをされていこうということなので、実際はもうそういう

現行のところのサービスはできないと、そういうふうにはっきり言うてもうたらはっき

りするんですけれども、その辺についてもう一度、３回目ですので町長の答弁を含めて

よろしくお願いしたいと思います。 

  災害ですけれども、洪水対策はやっていると。今までと違ったのは、今までの過去の
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災害の基準というんですか、５０年確率とか言いますよね。それが２８水だったのが今

回も平成２３年という、そこに持ってくると、そういう面で対策が以前よりも進んだと

ころで行くということ、そういう答弁をいただいたんですけれども。 

  あとしゅんせつするから、当面、基本的なところの工事とか対策はとれんかっても、

とりあえずは危険箇所のしゅんせつと、そういう点では、具体的に今回、今度の台風シ

ーズンを前にしてどれだけ進めていくんか、具体的にはどうなっているんかお示し願い

たいと思います。 

  農業の問題ですけれども、広報していくと、集まりとかいろんなとこで周知するとい

うことなので、それはよろしくお願いしたいと思います。 

  あと農地改良ですけれども、さっきちょっと言うたんですけれども、言い方が悪かっ

たんかわかりませんが、１０アール以上２戸以上で５０万円と、これで要するに分母に

なるところがですね、分子は５０万円でしょう。これは決まったものだって、だから分

母がどれだけ大きなものになるんかというのは、実際それによって工事してもらおかな、

もうやめとこかなということになってくるかと思うんですけれども、それに対して町と

して何らかの余り大きなところについて対策は考えておられるのかどうか、それをもう

一度お聞かせいただきたいと思います。 

  あと小規模住宅改修リフォームですけれども、１,１１０万円の工事額があったとい

うことなんですよね。工事額ですね、この１,１１０万円というのは。補助金ですか。

これに対して１６名の方が申請してサービスを受けたということなんですけれども、そ

のうち工事をやった業者のうち町内業者は２件だったんですね。１６で２軒が町内業者

ということなんですけれども、やっぱり使い勝手のいいそういう制度というんですか、

１,１１０万円、１６人あったら８０万円ぐらいですか、１軒当たり。そういうような

ことになってくるかと思うんですが、小さな金額でも使いやすいものがいいんですよね。

もっと使っていただいて利用していただいて、そしてできるだけ町内業者を利用しても

らうということにどういうふうに誘導していくんかということが大事かと思うんですが、

どうしても家を建てていくということになってくると、以前から言わせてもらっている

んですが、そういう町内のああいう何とかハウスというようなところを利用される方が

多いと思うんです。それはそれでええことですよ、建てていくということは。でもでき

るだけ町内業者を利用してもらう。 

  それから、もう１つは、そのお金が町に落としていってもらう。そういうことを考え
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ていった場合に余り大きな新築とか大きな直しで考えれば、このように１６軒のうち２

軒しか町内業者がなかったと。２０万円、３０万円の工事であっても１０万円の工事で

あったとしても、それが小さければ町内業者を使ってもらえるというふうに思うんです。

だから、小さいそういうふうな仕事のできるそういう制度というのはやっぱり必要じゃ

ないかというふうに思うんですが、最後にお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    美濃議員の再々質問にお答えをいたします。 

  まず１点目の介護保険の関係でございますが、先ほど来課長からも答弁させていただ

きましたが、この１２月中にこうしたことをいろいろ検討した結果を出していきたいと

いうことでございますので、先ほど来議員が申されましたことを参考意見として考えさ

せていただいた上で検討していきたい、そのように考えておりますのでよろしくお願い

いたしたいと思います。これは財源の確保も含めてです。 

  それから、次の災害に絡めての件でございますが、過去の災害基準が変わってきてい

ると。といいますのは、これは申されるとおりです。以前は１００ミリというようなこ

とはほとんど考えられなかったと。それが今では１００ミリが普通になってきたという

ふうな状況の中で、川の改修ですね、これが非常に難しい問題があります。といいます

のは、川というのは上流から直していったときに下流が荒れるんです。したがいまして、

川全体の計画を立てて、そして下流から直してこなければ下流の方が今度大災害が起こ

るというふうな状況です。例えばうちの下佐々のとこ、あれは向こうが浸水しました。

だから、こっちちょっとしゅんせつしてくださいと言うてしゅんせつしたんです。そし

たら今まで荒れなかった下流のところが今度はあらわれたんです。だから、一概におっ

しゃられるように、ここだけ直したらええんやと、これだけしゅんせつしたらええんや

というような問題じゃないです。 

  したがいまして、今、県がやっている紀ノ川関係河川ですね、ここの改修計画、これ

にのっとって下からやっていくというのがまず基本です。 

  それと、先ほど来言われておりました、それじゃとりあえずどないしていったらええ

のという話ですが、これについては、やはり先ほど来申し上げました下流に影響のない

ようなしゅんせつの仕方、これを県と協議しながら対応していくと。そして、根本的な

改修は、先ほど来申し上げた県の改修計画にのっとってやっていく、これが本来の姿で

あろうと思いますので御理解を賜りたいと思います。 
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  それと、３点目の圃場整備の関係でございます。 

  この圃場整備は、紀美野町でも以前ここしませんかというお声かけをしたことも過去

にはございました。しかし、この圃場整備にはつきものは自己負担をしていかんなんと

いうことなんですね。例えば１００万円かかったら１００万円それじゃ補助してくれる

かというと、そうやないです。もうほとんどが自分らでやらんなんと。ただ、決められ

た補助金はありますけれども、そういう補助制度なんです、この圃場整備というのは。 

  そんな中で、先ほど来課長が申し上げましたように、小規模な小さいやつについては、

この農業支援という格好の中でやっていきましょうという補助制度に当てはめていった

というのが実態なんです。 

  普通圃場整備と言われていますのは、何町歩とか、そういうふうな田畑を圃場整備す

るのが普通なんですね。それが国のあれなんです。県の土地改良区でもそうしたことを

中心にやっています。 

  そんな中で、私とこみたいな段々畑というか、こういう地形のところではそういうも

のは当てはまらんと、当てはめようとした地域もございましたけれども、皆さんが反対

されたんです。なぜかというと、自分とが土地出さんなん、金出さんなん。結果は四角

の田んぼができる。また畑ができるということですが、自己負担してまで土地を出して

までそんなことはしたないという話でしたね、当時は。 

  そんな中で、やはり小規模ということの支援の制度、このあり方を１つ考えていただ

きたい。これは全てやった経費に対して支援するんではなしに、やはり５０万円という

限度を設けて、その中で自分らで考えてやっていただくということでございますので、

ひとつ御理解を賜りたいと思います。 

  それと、４点目の町内業者を使ってやったとこに補助したらどうやろうと、こういう

お話でございますが、今おっしゃられているのは、あくまでも業者を中心におっしゃら

れたんです。片や消費者があるんで、そしたら消費者はやはり安いところを選ぶという

のもこれも１つの消費者保護なんです。 

  そんな中で私は町内業者の育成というのは非常にわかるんですが、わかりながらもこ

ういう話をせな仕方ないということなんですが、やはり業者のことを考えながら、町内

業者に限定するんではなしに今後ともやっていきたい。それはこうした建設業だけでは

なしに全てのものですね。そのものに対してそうしたやっぱり均衡のとれた施策をして

いきたい、このように考えておりますので御理解を賜りたいと思います。 
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  以上です。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１０時１９分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時２７分） 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１０時２７分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時２８分） 

○議長（小椋孝一君）    町長。 

○町長（寺本光嘉君）    それでは、答弁漏れがあったようでございます。 

  その農業支援制度、これにおきましては、やはり限度額というのは規定されておりま

すので、これはもう皆さんに御承認をいただいた上での制度ですので、これを変えるこ

とは今のところは考えておりません。 

  以上です。 

○議長（小椋孝一君）    これで美濃良和君の一般質問を終わります。 

  しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１０時２８分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時４３分） 

○議長（小椋孝一君）    続いて、６番、西口 優君。 
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（６番 西口 優君 登壇） 

○６番（西口 優君）    まず１点目です。紀美野町の将来像について。 

  少子高齢化による人口問題、産業の衰退、紀美野町内で食べていくのは難しくなるば

かりです。このまま衰退するのを待っているわけにはまいりません。何とかマイナスの

連鎖を断ち切って次の世代が安心して仕事をし、町内で暮らしていける方向づけを町と

しては示す必要があるはずです。５年先、１０年先の将来像をどのように考えるか。そ

の将来像に向って今何をすべきと考えるか。 

  ２点目です。公共工事ついて。 

① 日、ある人から指摘を受けました。龍光寺橋のところで大きな砂袋が２個放置さ

れていると、一方で、がたろ大作戦として河川浄化を行ってくれていますが、役

場がこれではいけないと返答に言葉が詰まりました。このとき思ったものです。

公共工事で設置された砂袋が何個置かれたのかわかっているはず、完成後その数

だけ回収されていなければならないものですが、完成引き渡し時には検査の対象

となっていないのか。 

  ②よいものをより安く、一般的な競争原理です。民間企業ではこうでなければ生き残

っていけません。役場が発注する備品、工事等については、原資が町民の税金である以

上、もっと厳しく精査されるべきものだと考えますが、よく聞く話に、元請・下請、時

には孫請というものまであるようです。他の業種では考えにくいものです。価格引き下

げ努力はどのように行っているのか。 

  ③として、予定価格と最低制限価格という民間では理解しにくい工事の発注が行われ

ています。予定価格は発注者が事前に設定する落札上限価格、これより高い入札額は無

効となる。これは理解できるのですが、一方の最低制限価格は落札の下限にあたる。こ

れより下回っても無効となる。粗雑な工事などを防ぐためのものとなっていますが、実

際のところでき上がりの過程で検査が行われるのを考えれば、最低制限価格の設定は必

要ないのではないか。 

  ３点目です。夏祭りについて。 

  年々の集客数の増加を見れば一定の評価は理解できるところではあります。商工会が

主導で行っているものですが、役場からは６６０万円の補助金と職員の人的応援も行っ

ています。出店があって花火を打ち上げて、それで終わりではいかにももったいない。

夏祭りによって地元業者が潤い活性化につながってこそ意義があるというものです。全
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国にはいろんな祭りがあって話題性も多いものがあります。今後、紀美野町ならではの

特色のある夏祭りのあり方をどのように考えていくのか。 

  ４点目、要介護度の再認定の周知方法について。 

  一定の周期で介護度の見直しを行ってくれています。ところが対象者が高齢の場合、

当初の期間より短くても体調に変化があって介護度が進む場合が起こります。普通はケ

アマネジャーに連絡をとって再認定をお願いすればよいのですが、役所が定めた期間に

対して配偶者が高齢の場合、そういった柔軟な考えには及びにくいように思われます。

要介護度別の身体状態の目安の紹介とともに介護状態に変化が起こった場合、いつでも

見直しが行えるということの周知はどうなっているのか。 

  ５点目です。人口減少が水道事業に与える影響について。 

  近い将来の人口減少が水道事業に大きく影響を与えると予想されます。人口に比例し

て給水収益の減少が予想されるところですが、維持費はそのままかかってきます。住民

に現状より負担をかけない方法をどのように考えているのか。 

  ６点目です。たばこのポイ捨てについて。 

  全国的にたばこのポイ捨て禁止が条例化されてきています。環境の美化、公共の場所

での喫煙による被害の防止を図ることが目的となっているようですが、紀美野町のよう

に山が多く、生石高原、天文台などは山の中に公的施設が建っています。このようなと

ころでたばこのポイ捨てがあれば危険きわまりないものです。山火事防止という観点か

ら、山道を含めた公的施設でのたばこのポイ捨て禁止条例をつくってはどうか。 

  ７点目です。町有財産の有効利用について。 

  天文台の少し下にバンガローのような建物が３戸建っています。一見すると使用され

ているようにも思われません。建物は人が住んでこそ長く持ちますが、閉め切ったまま

では劣化はあっという間です。世間ではホテルや旅館などのかわりに空き部屋などを有

料で宿泊させる民泊が多くなってきたと報じられています。あの建物を民泊のように短

期宿泊施設として利用することはできないものか。 

  ８点目です。農業従事者の負担軽減について。 

  農作業は収穫や運搬など力仕事が多いものです。農業従事者の高齢化に伴い、このま

まではいずれ農業が立ち行かなくなってきます。最近、ミカンの積みおろしなどの力仕

事を電動モーターで軽減するアシストスーツなるものを聞いたことがあります。腰の両

側に電動モーター、靴の中底と手袋にセンサーをつけ、２０キロから３０キロの上げお
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ろしを１０キログラム軽減するというすぐれものです。開発した和大の教授は、重さの

一部を支援することで使用者の労働寿命も長くなるとのことです。町は、このような農

業用アシストスーツに補助金を出すことはできないものか。 

  ９点目です。天文台の利用者受け入れについて。 

  ８月１２日、サンリゾートカントリークラブにおいて、ペルセウス座流星群の観望会

が行われました。広い駐車場は満杯、交通渋滞が数キロ、夏休みの時期ということも重

なったと思いますが、天文台人気の高さに驚かされたものです。みさと天文台では、昨

年度１万４,０００人の利用者があったとのことです。車で登ってみると集客数の割に

は道幅が狭い、もう少し広ければもっと利用者がふえると思われます。駐車場から登る

のもかなりきついものです。天文台という特殊性から考えればやむを得ないのかもしれ

ませんが、駐車場、道路拡幅について今後の考えはどうなっているのか。 

  １０点目です。まちづくり課の定住促進について。 

  地域おこし協力隊募集要項には、紀美野町では、都市との交流事業等を通して紀美野

町への定住を支援する活動を総合的に行う地域おこし協力隊員を公募しとなっています

が、定住支援を行っているはずの隊員自身が人気が過ぎれば紀美野町を去ってしまう。

町が望むのは、定住というより永住です。まず、隊員が永住したくなるまちづくりがで

きなければなりません。どこに問題があると考えるか。改善策はどう考えているのか。 

  １１点目です。中高年の婚活について。 

  ２０歳から４０歳程度を対象に「きみのめぐり愛」という行政での婚活が行われてい

ます。出産適齢期を考えれば年齢制限があるのはやむを得ないところでありますが、結

婚年齢に制限はありません。出会いの少ない人、何らかの理由で独身になった人たちが

これから先も１人で生活するよりも話し相手がいるほうが充実した人生が送れると思い

ます。晩婚化・晩産化が進む現在、中高年の出会い、婚活についても行政として背中を

後押しすることはできないものか。 

  １２点目です。特産品づくりについて。 

  ①として、農業人口の高齢化、ＴＰＰで自由化が進めば、なお一層農業で食べていき

にくい社会になってくるようにも思われます。一般的に流通している農産品では、紀美

野町の農業は山間部が多く耕作地面積が小さくて厳しい競争を強いられます。私は、紀

美野町の地形を生かした農産品ができないものかと考えます。 

  昔のこと、山菜でコシアブラの新芽をいただきました。長年生きてきたのにそのとき



－２９－ 

まで全く知らなかったものですが、天ぷらにして食べるとおいしいものです。生石高原

の頂上付近で自生しているのを見かけたことがあります。この山菜はスーパーなどでは

見かけたことがなく、生息地が高原地域と限られているようです。このような山菜を紀

美野町の特産品にすることができないものかと考えます。生石高原には町有地も多く、

このようなところで山菜の観光農園をつくることができないものか。 

  ②として、産業課ではコゴミの苗を数量限定で配布していますが、将来の特産品づく

りにコシアブラの苗木も配布してはどうか。 

  以上です。 

（６番 西口 優君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    企画管財課長、中谷君。 

（企画管財課長 中谷昌弘君 登壇） 

○企画管財課長（中谷昌弘君）    それでは、ただいまの西口議員の御質問につきま

して、私のほうからは１つ目の紀美野町の将来像についてお答えをいたします。 

  議員御指摘のとおり、少子高齢化による人口減少、産業の衰退は、長期的・継続的に

取り組むべき大きな問題であり、紀美野町の総人口は、紀美野町誕生以来年々減少が続

いてございます。 

  こうした中、人口減少に関する長期的な展望を定め、それをもとに人口減少対策を中

心とした総合的な計画として平成２８年２月に紀美野町まち・ひとしごと創生総合戦略、

紀美野町人口ビジョンを作成いたしました。 

  議員御質問の紀美野町の将来像につきましては、総合戦略にお示しをしているとおり、

資源を生かした魅力あるまちを創る、新しいひとの流れを創る、ふるさとを愛するひと

を生み育てる、しごとを創り活力ある産業と安定した雇用を創出する、安全安心な暮ら

しを守るの５つの基本目標と、それに合わせた具体的な施策により集中的な取り組みを

進めているところでございます。 

  本年度におきましては、今後１０年間におけるまちづくりの総合的な理念を定め、地

域振興・発展などの施策を定める第２次紀美野町長期総合計画の策定に向けて町内に策

定本部を設置し、全職員が本部員となり、第１次紀美野町長期総合計画の検証と今後の

方針について協議を進めているところでございます。人口対策に特化した紀美野町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げた基本目標や各種の施策を第２次紀美野町長期総

合計画にも関連づけ、これからの１０年間の取り組みが町の存続可能性を含めた将来を
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大きく左右するものとなることを意識した計画づくりを進めてまいりたいと考えてござ

います。 

  以上、簡単ではございますが、答弁とさせていただきます。 

（企画管財課長 中谷昌弘君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    建設課長、井村君。 

（建設課長 井村本彦君 登壇） 

○建設課長（井村本彦君）    それでは、西口議員質問の２問目の１番目、２番目、

３番目の質問について、私のほうから答弁をさせていただきます。 

  まず、２問目の公共工事について、１番目の質問にお答えをさせていただきます。 

  最初に、がたろ大作戦についてでございますが、こちらのほうはリバーサイドフェス

ティバル実行委員会の方々がボランティアとして河川清掃を行っていることでありまし

て、役場が直接行っていることではございません。 

  議員御質問の土のう袋の破片については、去る７月２７日に議員から御指摘があり現

場を調査したところ、龍光寺橋下流の大成高校校舎下付近で土のう袋の破片２個と切れ

端３個を発見、回収いたしました。 

  町発注工事である龍光寺橋旧橋撤去工事は、前年の９月に完成し、工事完成の確認を

しておりますので、これらの土のう袋がどの工事で出たものか定かではありませんが、

町としては、町工事では検査しており、そういったものが発生していないということで

ございます。 

  以上、簡単ですが、答弁とさせていただきます。 

  続きまして、２番目の質問に答弁をさせていただきます。 

  議員御質問の価格引き下げ努力はどのように行っているのかということでございます

が、町が発注する土木建築工事について回答させていただきます。 

  建設工事の適正な施行及び品質の確保とその担い手の確保を目的として平成２６年に

公共工事の品質確保の促進に関する法律の改正が行われました。また、この施策を推進

するための基本方針が示されております。 

  この中には発注関係事務を適切に実施することが明記されており、設計図書の作成か

ら入札及び契約、また、工事の監督及び検査まで発注関係事務を適切に実施するよう明

記されております。 

  私たちが行うことは、仕様書、設計書を実態に即して適切に作成すること、市場の実
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態に即した積算を行うべきこと、発注は時期が過度に集中しないように計画的に行うこ

となどに努めるべきであると思います。 

  なお、積算に関しては、国土交通省の歩掛に基づく和歌山県土木積算システムを利用

して適切に行っております。 

  公共工事は、民間工事とは異なり、以前の価格競争から価格と品質で総合的にすぐれ

た調達と将来にわたる品質確保と、その担い手の育成及び確保に転換が図られているこ

とであり、引き下げ努力ということは法律によりできないこととなっております。 

  以上、簡単ですが、答弁とさせていただきます。 

  続きまして、３番目について答弁をさせていただきます。 

  さきの御質問にも関連しているものでございますが、インフラ等の品質確保とその担

い手確保を実現するために公共工事の基本となる公共工事の品質確保の促進に関する法

律、いわゆる品確法を中心に密接に関連する公共工事の入札及び契約の適正化の促進に

関する法律、いわゆる入契法と建設業法も一体として改正されております。その中でダ

ンピング防止を公共工事の入札契約適正化を図るため、発注者の責務として少額な工事

を除き最低制限価格の設定が明記されておりますので御理解を賜りたいと思います。 

  以上、簡単ですが、答弁とさせていただきます。 

（建設課長 井村本彦君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    教育次長、前田君。 

（教育次長 前田勇人君 登壇） 

○教育次長（前田勇人君）    私からは、西口議員御質問の３番目、夏祭りについて

と９番目の天文台の利用者受け入れについての２点についてお答えをさせていただきま

す。 

  まず、１点目の夏祭りについてお答えをさせていただきます。 

  地域のコミュニケーションが薄れつつある中で、地域社会を見直し、町民相互の輪を

広め、紀美野町を愛し、大切に育てていくことを目的にきみの夏祭りは実行委員会を立

ち上げ、商工会長が実行委員長として区長会長及び町ＰＴＡ会長が副実行委員長となり

企画、運営が行われているところであります。 

  当日までの実行委員会の開催や打ち合わせ等、また、数日前からの準備や会場設営に

当たり必要な物品等については町内で購入されていると聞いております。 

  また、当日、木の温もり広場では、町内の商店、また地域の人々が工夫を凝らしたお
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店が出店されています。また、ステージでは、キャラクターショーや中学校吹奏楽部に

よる演奏、高等学校の軽音楽部や和太鼓部など、また地域団体を含め多くの方々がきみ

の夏祭りを盛り上げてくれました。 

  今後もさらにきみの夏祭りが特色ある祭りになるよう、商工会、実行委員会と連携し

ながら、きみの夏祭りを盛り上げていけたらと考えているところであります。 

  次に、２点目の天文台の利用者受け入れについてお答えをさせていただきます。 

  みさと天文台の知名度も上がり来台者もここ数年１万人を上回っている状況にありま

す。昨年度は特に天文台がオープンして２０周年を迎える節目の年でもあり、記念イベ

ント等も開催され、来台者も１万５,０００人を超えるものとなりました。 

  議員御質問の駐車場・道路拡幅についてでございますが、駐車場については、車のヘ

ッドライトが観望の妨げにならないよう、主要施設から少し離れた低い位置に配置して

います。また、イベント時やお盆時期において駐車場が満杯となることもありますが、

おおむね現状で賄えているところでございます。 

  道路においては、本年度当初予算に測量設計・工事を含め２,０００万円の計上をさ

せていただき、マイクロバス等がスムーズに通行できるよう狭小箇所６カ所、延長２０

５メートルの改修を行うこととなっています。 

  また、現在、その測量設計が発注されているところでございますので御理解を賜りた

いと存じます。 

  以上、２点について、簡単ではございますが、答弁とさせていただきます。 

（教育次長 前田勇人君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長、湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    西口議員の４点目の御質問の要介護度の再認定

の周知方法についてお答えいたします。 

  現在、要介護認定・要支援認定の結果は、介護保険、要介護認定・要支援認定等結果

通知書や説明書とともに介護保険証に記載し、郵送や手渡しを行っております。 

  介護保険、要介護認定・要支援認定等結果通知書には、認定の有効期間内であっても

状態の変化等により状態区分の変更をする場合があります。また、認定変更の申請をす

ることができますと明記し、問い合わせ先を保健福祉課としております。 

  要介護度や要支援の認定は、身体状態だけではなく、心身の能力、介助の方法、行動
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等の有無などに関する認定調査を行い、また、主治医意見書と合わせて介護にかかる手

間がどの程度かどうかで決定されるものです。そのため、議員御指摘の要介護度別の身

体状況の目安を紹介することは少し困難と考えております。 

  次に、介護状態に変化が起こった場合、いつでも見直しが行えるということの周知は

どうなっているのかについてでございます。 

  本町の場合、新規に介護認定申請が出された場合は、お住まいの地区を担当する保健

師が介護の認定調査を行っています。そのため、認定調査を行った保健師は、高齢者の

方が介護サービスを利用する場合には、ケアマネジャーやそのほか必要な職種の方々と

の調整を行ったり、何かあれば地域包括支援センターの相談総合窓口の機能を持つ保健

福祉課に相談してもらえるよう本人や御家族にも伝えております。 

  また、要支援認定結果の場合には、サービス担当者会議に出席し、状態の変化があり、

サービス利用等の見直しがある場合には、有効期間内であっても変更申請ができること

をお伝えしています。 

  福祉の関係で御尽力をいただいている民生委員・児童委員の方々には、研修等を通じ

て介護保険の制度について御理解をいただき、介護保険についての相談も多くいただい

ているところです。 

  町内の開業医の先生方には、介護や福祉等の気がかりがあれば、保健福祉課に御連絡

をいただくか患者さんからの相談等で必要があれば保健福祉課を紹介してもらえるよう

お願いをしているところです。 

  また、病院の地域連携室等とは日常的に情報交換を行っているため、入退院に際して

保健福祉課に問い合わせも多く、必要な介護保険制度の活用への助言を行っているとこ

ろです。 

  今後は、保健福祉課が介護や福祉の総合相談窓口の機能を有しているということを広

報紙等さまざまな機会を通じて知ってもらうよう努めてまいりたいと考えますので、御

理解賜りますようお願いいたします。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    水道課長、田中君。 

（水道課長 田中克治君 登壇） 

○水道課長（田中克治君）    それでは、西口議員の５点目の人口減少が水道事業に

与える影響についての御質問にお答えします。 
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  給水人口は平成１８年度で１万８８７人、平成２７年度では９,２３４人と１,６５３

人の減となっています。一方、普及率は９７.２％で３.２％増となっています。 

  議員御指摘のとおり、給水収益も年々減収となってきています。ここ３年の料金収入

では、上水道と簡易水道を合わせまして年平均１９５万円の減収となっています。しか

しながら、必要経費はほぼ横ばい状態で推移しているところであります。 

  人口減少傾向の中で、今後も効率的な水道事業運営を継続していかなければなりませ

ん。計画的に施設の整備を行っていく必要があります。また、施設整備等のハード面で

の対策に加え、事業運営のソフト面での対策をも積極的に実施することも重要となりま

す。有収率の向上も大変大事なことであります。 

  また、老朽化した施設の更新等も計画的に進めていき、水道施設全般にわたって効率

的かつ効果的に水道施設を管理運営することが必要不可欠なことであります。 

  先日、議案説明をさせていただきました補正予算の中に経営戦略策定の予算を盛り込

んでおります。この戦略の中で中長期の更新需要、財政収支の見通しに基づく計画的な

施設の更新、資金確保等を十分協議していきたいと考えております。そして、健全な水

道を次世代へ引き継いでいきたいと考えております。 

  おいしく安全な飲料水を供給するため、より一層のコスト削減ができるように努めて

まいりますので、御理解賜りますようお願いいたします。 

（水道課長 田中克治君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    消防長、家本君。 

（消防長 家本 宏君 登壇） 

○消防長（家本 宏君）    西口議員の６点目の御質問、たばこのポイ捨てについて

御答弁申し上げます。 

  たばこの吸い殻や空き缶等のポイ捨てを禁止したり、特定場所での喫煙や歩きたばこ

を制限する条例が各自治体ごとにさまざまな名称で制定されていますが、自然環境や地

域の美観を保護したり、人ごみの中で歩行者の安全を確保することが主な目的となって

います。 

  しかしながら、御承知のように、たばこの火の温度は７００度から８００度あり、た

ばこのポイ捨てにより火災が発生することも十分考えられることから、二次的に火災を

防ぐ効果があると考えられます。 

  議員御指摘の山火事防止という観点から、山道を含め公的施設でのたばこのポイ捨て
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禁止条例ということですが、山火事防止等火災の予防に関しては、火災予防条例に基づ

き指導を行うのが妥当と考えますので、たばこのポイ捨てを禁止するなどの条例の制定

につきましては、関係課と十分協議しながら検討したいと考えます。 

  なお、生石高原や天文台の公的施設や登山道には、啓発用看板を設置するなどたばこ

のポイ捨て防止等火災予防に関するモラル向上を図るため積極的に取り組んでいきたい

と考えていますので、御理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

（消防長 家本 宏君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    まちづくり課長、西岡君。 

（まちづくり課長 西岡靖倫君 登壇） 

○まちづくり課長（西岡靖倫君）    西口議員の７番目の御質問の町有財産の有効利

用についてというのと、１０番目のまちづくり課の定住促進について、この２点につい

てお答えさせていただきます。 

  まず初めに、町有財産の有効利用についてのことですが、天文台の少し下にあるバン

ガロー３棟についてですが、上段のバンガロー１棟については、天文台の附帯施設とし

て利用しております。残りの２棟については、移住者のための短期滞在施設として利用

しております。現在１棟利用しております。 

  その次に、１０番目の御質問にお答えさせていただきます。 

  紀美野町においては、地域おこし協力隊は、平成２２年度から導入しております。地

域おこし協力隊員は、移住という目的と地域のミッションを遂行するという目的を持っ

て紀美野町に来てくれております。 

  在任中の隊員１名を除いて６名の方が地域おこし協力隊員として紀美野町で活動して

おりました。そのうち３名の方が定住されており一定の成果を上げていると考えており

ます。 

  紀美野町を離れた地域おこし協力隊員に対しては、大変残念なことではありますが、

在任中は地域の方々に大変喜んでいただける活動をしてくれました。また、現在でも地

域の方々とのつながりを持つ元隊員もいるのが実態であります。 

  今後もこの地域おこし協力隊の制度をしっかりと活用していきたいと考えております。 

  以上、２点について簡単ですが、答弁とさせていただきます。 

（まちづくり課長 西岡靖倫君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    産業課長、湯上君。 
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（産業課長 湯上章夫君 登壇） 

○議長（小椋孝一君）    それでは、私のほうから８番目の御質問と１１番目の御質

問と１２番目の御質問につきまして答弁させていただきます。 

  まず、８番目の質問で農業従事者の負担軽減についての要旨として、アシストスーツ

に補助金を出せないかのお答えをさせていただきます。 

  作物の収穫や運搬、準備や片づけなど力仕事が多いのが農作業の現場でございます。

これまでに機械化が難しく、人の手で行う必要のあった果物や重量野菜の収穫、運搬作

業に関しても効率化や体への負担の軽減を望む声が年々高まっています。 

  その１つに、農業用アシストスーツの開発がされてきています。体に装着することで

動作を補助し、作業時に体へかかる負担を軽減する機能を持っております。 

  昨年、文化センターで開催されましたＪＡまつりにおきまして、和歌山大学の八木教

授がパワーアシストスーツのＰＲを行ってくださいました。実用的な商品化のために軽

量化を現在進めておられまして、販売については来年の４月ごろ、価格は１００万円ぐ

らいであろうということでお聞きしております。 

  アシストスーツの活躍の場は、農業だけでなく、介護や工事現場などさまざま用途へ

広がっています。既に商品化されているものもあり、イノフィス社のマッスルスーツ、

クボタ社のラクベストなどがあります。 

  議員御質問の農業用アシストスーツへの補助については、農業において高齢化や作業

負担の軽減に有効と考えられるため、紀美野町農業経営支援事業の農業機械整備に該当

するものであると考えます。 

  今後も農業を取り巻く情勢の変化に対応すべく、農業者の皆様やＪＡなど関係機関と

ともに情報を収集してまいりたいと考えます。 

  続きまして、１１番の中高年の婚活についてお答えさせていただきます。 

  紀美野町の婚活事業は、紀美野町に在住、または働いている、もしくは今後、紀美野

町内に居住する意思のある独身者を対象に、町外の独身者と婚活して出会いの場を提供

することを目的に平成２１年度から実施しております。 

  カップルとなり結婚に発展し、定住、それにより増加、その上赤ちゃんが生まれると

いうことになれば、非常にありがたい結果となります。 

  また、カップルとならなくても紀美野町のよさを知っていただくという機会もできる

ような要素を取り入れております。 



－３７－ 

  平成２１年度より毎年開催し、カップルは４６組誕生し、現在２組の結婚、うち１組

が町内へ定住してくれています。毎年趣向を変えて開催してきました。 

  会場は、主に町内公共施設や宿泊施設等を使用し、内容は立食パーティー、アウトド

アパーティー、天体観測などさまざまな内容に取り組みました。 

  過去には、上の年齢を５０歳代に設定して実施しましたが、参加者の割合は２０代か

ら３０代の方々が８０％以上と、４０代以上の方々の参加は少ない状態であったため、

現在は行っておりません。 

  中高年の出会いの場として、月１回の開催から、いつでも集まれる、いつも集まって

いる、だれでも集まれる場所として地域サロンを町内４９カ所で開いていただいており、

また、公民館活動や各種サークル活動、また老人会活動などにも御参加いただいて、出

会いの場、ふれあいの場、心温まる場として充実した日々を送っていただけたらと考え

ます。 

  関係者とともに情報の共有、収集を進めてまいりたいと思いますので、御理解賜りた

くお願いいたします。 

  続きまして、１２番目の質問でございます。特産品づくりについての要旨として、生

石高原で山菜の観光農園を開園できないかと、コシアブラの苗木を配布できないかにつ

いてお答えさせていただきます。 

  紀美野町は、山間地域の自然豊かな町で、山菜等も数多く残っております。 

ＪＡ美里支店、ＪＡ野上支店では、ヤマブキ、ワラビ、コゴミの出荷があり、また、とれ

たて広場では、ヤマブキ、ワラビ、ゼンマイ、ウド、タラの芽、イタドリ、タケノコ、

破竹等を出荷している農家もあると聞いてございます。 

  町といたしましては、高齢化で労働力の低下を考慮し、新作物の研究として紀美野町

農業振興研究会により平成２５年度から県林業試験場を視察したり、また田辺市のコゴ

ミ栽培農家にお伺いして栽培の研修を受講してまいりました。 

  同年度より研究会ではコゴミの試験的栽培を行い、２６年度、２７年度におきまして

農家にコゴミの苗を配布いたしました。また、大阪中央青果での調査研修会では、野菜

は人気が高く有望視されているとのことで、中でもコゴミは食材の１位であると農業新

聞にも報道されておりました。本年度においても苗の配布は予定しております。 

  コゴミの出荷はすぐにとはいきませんが、何年か先に栽培面積もふえ出荷できるもの

と思っております。 
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  農業振興研究会には、農協にも参画いただき、苗の手配、販売先の確保等連携しなが

ら取り組んでおります。 

  議員御質問の生石高原の町有地を生かした山菜観光農園の件につきまして、県立自然

公園の地域内はさまざまな行為が規制されており、当該地で観光農業事業は難しいもの

と認識しております。 

  また、コシアブラの苗木配布につきましては、栽培方法について現在確立されてない

ということもありますので、今後、農業振興研究会の協力をいただき研究を進めてまい

りたいと考えます。 

  以上で３点の御質問の答弁とさせていただきます。 

（産業課長 湯上章夫君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    ６番、西口 優君。 

○６番（西口 優君）    １点目です。紀美野町の将来像という中で、人口ビジョン

というそういうふうなあれもいただいたんですけれども、何か具体性がない、抽象的な

表現がされていて、どうしてどんなんするという部分がちょっといまいちわかりにくい

んですよ。だから、どうしてどんなんしよう、実際には紀美野町をこれからもうちょっ

と盛り上げていこうとしたときに、具体的にどうするという部分がちょっとわかりにく

くて、今の答弁にしても、こんなことを考えていますよというのはわかるねんけど、た

だ、そのためには何をするという部分がちょっと理解しにくいので再度の答弁を求めた

いと思います。 

  ２点目のまず１、土のうは紀美野町が設置したものとはわからんという、こういう曖

昧な、実際問題としてあそこに放置されていた土のう袋というんですか、かなり大きな

もんやけど、私行ったときは原形をとどめるような形になってて、何百キロ入るんやら、

何トン入るんやらちょっとわからんようなもんがあったけど、現実問題として、ここか

ら上でそういうふうなものが流れてきたとは考えにくい。多分、龍光寺橋の元の橋詰に

積み上げていた土のう袋だと思うんですよ。同じもんだったんでね。だけど役場の担当

課の説明では、紀美野町が設置したもんとはわからんという、こういうふうな説明やっ

たけど、あんなもんが余り遠くから流れてくるとも実際問題思いにくいんやけど、だか

ら、普通はまずそのちょっと上で工事やっていたものとしか考えにくい、そういうので

も現物があるのに町が発注したもんとは違うんちがうかと、こういうふうな言い方はち

ょっと釈然とせんねんけどね。 
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  それと、法的に公共工事の最低制限価格、こういうふうな本来は積算システムを利用

してやっていると言うんですけど、価格の設定については、どんな業種でも経営者とい

うのは利益を出すための努力をするわけやし、それでも利益が出ないところもある。と

ころが公共工事に関しては、利益が保証されてるような気がする。そういうふうに思う

んです。価格設定にしても、まず税金を使うという、普通、民間の工事の発注に比べて

税金を使う限りはもっと厳しくあるはずなんやと思うんやけど、それと、まず元請が利

益出る、それはわかる。ところが下請業者でも利益が出るような体質になってるんじゃ

ないか、こういうふうに思うので、価格の引き下げ努力というのはどういうふうにやっ

たら、例えば県の積算システムを利用したら、一定の金額と決まっているような話にな

ってしまう、でき上がりがね。だけど、それを引き下げる努力があるから企業も発展す

る。ただ、そういうふうに決まりきった中で企業努力というのを求めて、企業努力をす

ることによって企業が利益でるような形、例えば金額が決まっていればね。だから、そ

ういうふうな努力が曖昧化になっているから土木業が発展しないんじゃないか。 

  確かに外国との競争というのは現実にはあり得ないし、まして遠くの業者との競争も

ない。だから、普通に考えたら、小さい地域の中で競争しているから企業努力というの

が何か曖昧な形になっているんじゃないかな。企業が本来は利益が出るような体質にす

るためにあるべきやと思うんやけど、そういうふうな競争原理というのは余り働いてな

いんじゃないかな、こういうふうに思うんですよ。 

  だから、そういうところのあり方、本来は工事の発注というのは、図面があって自社

は幾らぐらいの積算ができるかなという、こういうふうなところが原点にあるべきなん

やけど、そういうふうなところが見えにくいから建設業というのは伸びてこないんじゃ

ないか、こういうふうに思うんですけど、その辺の考え方がもうちょっとシビアに業者

に対しても指導できやんもんか、そら法律で決まっとるというんであったら仕方ないん

やけど、そうあるべきじゃないかなと思うんでちょっと質問させてもらったんですけど。 

  ３点目の夏祭り、本来は事業主体、商工会が考えるべきというのは実際には理解する

んやけど、現実を見たら、商工会と紀美野町というのが二人三脚で夏祭りをやっている

んじゃないかなと、こういうふうにあくまでも表は商工会やけど、表は商工会でも補助

金とか、そういうふうに人的な応援というのを考えたときには、商工会よりも役場がや

ってるのかな、こういうふうな一見するとそういうふうにも見えるぐらいの協力体制や

と思う。だから、かなり夏祭りって歴史があって年々の集客力、集客数、こういうこと
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を考えたら、確かに方向づけは間違ってないと思うわけよ。だから、これはいいことや

なと思いながら、もう一歩進んだ何らかのことができたらもっといいのになと、こうい

うふうにこれがベストなんかもわからんけれども、ベストやけど実際にお客さんがふえ

ているんかもわからん。だけど絶えずそういうふうに工夫する中にももう一工夫という

のをやっぱり絶えず考えていかなきゃいけない。そういうふうに思うわけなんです。例

えば単純に考えて、あそこ夏祭りのときは、実際にはすごい人で、駐車場にしても満杯、

まず入っていけない。それやったら駐車場を有料化する、そうしたら駐車場に使うより

も自分らが町が送迎するバスへ乗っていったらもっと第三者がたくさん来れるようにな

るとか、そういうふうなことの発想というんですか、そういうふうなこともあれがもし

駐車場が有料やったら、車乗っていかんとバスに乗せていってもらおかと、こういうふ

うなこともあるし、また第三者の駐車場を使う人らが別に幾らというわけじゃないけど、

そういうこともまず１つの提案として考えられるんじゃないかな、集客力がこれ以上ふ

えてきたときには、実際問題として車での参加って、見せてもらうのは難しい。それや

ったら車を減らすためにはどないしたらええんやと、やっぱり自家用車を減らすために

は駐車場を有料にすれば自家用車が減る。そうしたらバスで行く人がふえてくるんじゃ

ないかな、こういうふうに思うんやけど、それはあくまで思うだけであって実際問題と

してはわからんねんけども、そういうことまでやっぱり考えていくべきじゃないかなと。

今でも満杯でしょう。だから、これ以上のお客さんをふやすための努力、ふえたお客さ

んが地元に還元されるようなそういうふうなシステムがあればもっといいのかなと。 

  だから、確かに人数が多いからこれでいいというんでなくして、これにもう一工夫が

加えられたらもっといいんじゃないかなと、こういうふうに思うので、その取り組み方

について再度の答弁を求めたいと思います。 

  ４点目の要介護の再認定の通知、実際には今現在でも、もともと見直しはいつでも行

われているということがそういうふうに明記されているし、そうあるべきなんですけど、

ただ、それだけで本当にお年寄りがそれよりも確かに病院へ行って体が悪るなってうも

たよと言うんやったらわかるんやけど、病院に行かなくても体調が衰えてくる、そうい

ったときにいつでも見直しが行えますよと。確かに現行の制度の中でもそういうふうに

なってるはずなんよ。 

  だけど、それでも周知が、お年寄りの頭で何年何月何日まで要介護なんですよと言わ

れたら、それを超えてなかなか再度見直ししてくれやんかと言うのは難しい。柔軟な頭
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を持てば問題ないんやけど、ちょっとそういうふうになっていないような気がするんよ。

私もちょっと相談を受けて、それやったらもう１回再認定してもらいなよって言うんや

けど、私らが聞く前に本来は福祉のところへそういうふうに心安く話、どうにもこれお

かしいなと思うんやけどというような、ただ、介護度の大まかな線というんですか、例

えば要介護１やったら、このぐらいです、要介護２やったらこのぐらいですと、こうい

うふうな大まかなことがある程度周知されてあったら、うちの高齢者はここのレベルや

さかい要介護なんと違うかなと、こういうふうなことが漠然とでもわかればいいのかな、

こういうふうに思うので、その点についての周知が徹底されていないような気がするわ

けよ。 

  だから、見直しをお願いするにしても、１つの目安がはっきりわかりにくいんで、な

かなかそこへ行かないんじゃないかな、こういうふうな気がするので、それについての

広報のあり方とかというのがまずやっぱり何らかの方法をとるべきじゃないかな、こう

いうふうに思うんやけど、その点について再度の答弁を求めたいと思います。 

  ５点目の水道事業、実際には当然収益が減少してくるという、これは当たり前の話や

し、ソフト面でいろんなことの対応をとっていますという、ただ、現実には埋設しちゃ

う水道管、これの耐用年数との兼ね合いもあるのかと思うんですよ。だから、耐用年数

に応じて今現行の枠内で順次変えもていかなきゃいけない、そういうことも合わしたと

きに大体今の現在の価格でいつごろまで可能なんかな、こういうふうに思うてしまうん

ですよ。単年度で見たときは、そこまだあと１年持つよとか、２年持つよとかというこ

ともあろうかと思うんやけど、ただ、それで一遍に直さんなんとこが一遍にふえた場合

大変やしな、だから、そういうふうに考えたときに定期的な改修というのが当然行わな

きゃいけないし、そんなに考えたときに、先延ばしじゃなくて、それまで大丈夫なんか

なと、こういうふうな心配をするわけよ。 

  だから、ほんまに大丈夫かなと言われたときに、さてなと思いながら、こういう質問

させてもうたんやけど、その点について、それこそ長期的な、水道というのはなしでい

かんから、必ず生活するのには必需品やしな、まず第一の必需品やけ絶対なくてはなら

ない。たとえ幾らって言うて上げられたところで、それはもう仕方ない話やけど、ただ、

極力現行の状態で存続できたらいいのになと思うので、再度その辺の長期的な計画とい

うのはどこまで立っているのかちょっと尋ねたいと思います。 

  たばこのポイ捨てについてで６点目です。 
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  火災予防という中で、そういうふうな条例というのをある程度はそういうふうにわか

らんことはないんや。だけど全国的にやっぱりそういうふうにもともと廃棄物処理法と

かというふうな法律があって、その範囲内で本来は運営されているはずでしょう。だか

ら、火災防止ということももちろん含めての話やけど、それでもなおかつたばこのポイ

捨てという、そういうふうに禁止を条例化されている。全国的には結構いろんな自治体

がそういうふうにたばこのポイ捨てについては条例化されております。 

  だから、私、本来、町内を見たときに、たばこのポイ捨てはあかんともちろんわかっ

てるわけでしょう。例えばごみの投棄にしても、ごみの投棄防止という立て看板もある。

こんなんも言えば誰でもごみは放ったらあかんよ、たばこを放ったらあかんよというの

はわかってるわけでしょう。だけど、それでわかってるから看板立てやんでもええかと

言えば、そうじゃなくて、１つの啓発という形の看板になってようかと思うんですよ。 

  だから、このポイ捨て禁止、そういうふうな条例をつくれば、こういうことをつくっ

て、こんなことはもちろんポイ捨て禁止条例をつくってますよというのも、普通は放ら

ない、誰でもね。普通の良識のある大人というのは、そういうふうに放らないわけよ。

ごみも放らない、たばこも放らないけど、それでも一部の人には必ずそういうふうな可

能性があるから、そういうふうな啓発の意味も含めてそういうふうに条例化すればいい

んじゃないかなと。条例化することによって何か弊害というのはないような気がするん

やけど、そういうことについてもう一度答弁を願いたいと思います。 

  ７点目の町有財産、１つ上は天文台が使うてるという、バンガローのようなものの中

に移住者の短期滞在として利用していますと、こういうふうな話でした、答弁はね。た

だ、これは実際のところ短期滞在の中で、私たまたまそういうふうに生活感が余り感じ

られなかったんでどうやろうなと思っただけの話で、そらあくまでも訪ねて行ってとい

うことはないし、実際にそこの家を訪ねても行ってない、玄関たたいてるわけでも何で

もないんやけど、利用率とか利用状況というのはどの程度のもんなんやろうな、こうい

うふうにバンガローのところのもし実際にそこで住まわれているんであったら、私も訪

ねて行かなきゃいけないんで、ただ、生活感が余り見られなかったんで、もう空き家と

いう前提でずっとその周りをバイクで走ってるねんけど、寄りつきもせんかったけど、

その辺の利用状況というのはどうなっているんですか、利用率と状況というのね。 

  ８点目のアシストスーツという、現実には農機具に補助金を出している。その延長線

上として農機具と同レベルの補助金、先ほどのことに補助金の額とかというのが何も聞
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かせてもらえんかったので、農機具に対しての補助金と同じような形のレベルの補助金

というのを参考に認識させてもらったらよろしいんですか、その辺の答弁を再度求めた

いと思います。 

  ９点目です。天文台の利用者数、この間、９月１０日付、直近の天文台のホームペー

ジというのを見せてもらったんです。そうしたら参加者数が１３６名、こういうふうに

書かれていました。一部のお客様には、適切な駐車スペースが確保できず御迷惑をおか

けしたことをおわびいたします。こういうふうに書かれていました。だから、実際問題

として、私もあそこを登らしても案外狭い駐車場で、確かに不便やろうなと思うんやけ

ど、ただ、そういうふうに新しい駐車場をつくるといったってそんなつくるような場所

も少ない。そういうふうな考えの中で、まず道は２,０００万円かけて２０５メートル

改修してくれるという、それはそれで実際でき上がった中でまたどういうふうな問題が

出てくるのか、それはもうわからんけど、でき上がった時点で考えさせてもらったらい

いと思うんやけど、駐車場については、これでよしと考えるのか、それとももう少しど

こかで確保できたら、それにこしたことないんかなって、こういうふうに、１つの建物

があって、その建物を利用しやすい体制につくってくれたらもっといいかなと思うけど、

だから、そういうふうなところで確かに１３６名と書いてあったら、大体１社に２人か

３人かなと、そういうふうに乗ってくる、１つの車にね。そうしたら大体３０台ぐらい

しか置かれへんようなとこやから９０人ぐらいが限度かいなと。そこから向こうはかな

りみんな難儀しちゃうわけやしな。だから、そんなに考えたときに、もう少し駐車場の

あり方というのを前向きに考えてくれるんかどうかいなと、こういうふうに思うので、

再度の質問といたします。 

  １０点目のまちづくり課の定住促進という中で、定住については、公募というのは一

定の期間を定めての公募、こういうふうになっていると思うんです。だから、その期間

が過ぎたら当然生活の保証がない。だから、期間内で本来は町内で住める今後の定住に

つながる仕事というのを２年か３年か知らないけど、その間に安定した収入が得られる

ような体制に自分が持っていかなきゃ町内で住んでいくのが難しくなる。だから、そう

いうふうなところがまず採用の時点で生活基盤の設計というのを、採用するときに、あ

んた紀美野町へ来てどういうふうな考えで紀美野町へ来るんですかと、そして自分で一

定の期間内に生活していける体制をつくる必要があるし、だから、そのためのサポート

を町がするという形になるんやろうなと思うんやけど、そうでなかったら実際に一定の
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期間内は補助金があって一定の収入を確保できるけども、その間に自分が食べていける

手段を自分である程度考えて、そのために町がサポートするという、こういうふうに持

っていかなかったら、実際その期間が過ぎたらたちまち食べていけやんさかい移住がで

きやんわけやしな。だから、そんなん考えたときに、そういうことのサポートというの

はどうしているのかなと。本来はまちづくり課というのは、そういうサポートをして初

めてそのサポートの結果、定住できる。ところがそういう部分のサポートがなくて、そ

こで定住できやん期間内はいてられるけど、期間が過ぎたら、その間に定住できる社会

的な基盤がなかったら、生活の基盤があって初めて紀美野町で食べていけるけども、そ

うでなかったら、またしようがないな引っ越しせなというふうになってしまうから、そ

の辺のサポート体制というのはどういうふうに行われているのか１回答弁願いたいと思

います。 

  中高年の婚活という、実際には出産適齢期というのを考えれば、ある程度今のままで

いいんかなとも思うんやけど、町内を回ると意外とひとり住まいの方が多い。だから、

こういう人らが何か人生の最後を楽しく送れたらいいのになと、こういうふうに思うて

しまうわけなんです。結婚というのをどうよ考えているのかと言うたら、やっぱり考え

ていると言いながら、そういうふうな誰かが背中を押してやらなんだら前へ進まない。

なかなか案外人見知りするような人が多いのかもわからないけども、昔５０歳代という

のをやったとかという、地域サロンもやっているから地域サロンの中で心安い人をつく

ればいいと。地域サロンというのは地域が限定されてる。それよりも地域を１０合わせ

たらもっとその中にもあるかもわからんし、だから、ある意味では、実際問題としてこ

ういうふうな場所、一定の年がきてたら実費というのは参加者負担でもいいんかなと思

う。だから、実際に役場に負担かけるんじゃなくて、役場はただ窓口でこういうことを

一定の人数が集まったらやりましょう。人数集まらなかったらもうやめておきましょう

と、こういうふうな形でもいいんかなとは思うんやで。ただ、そういうふうなことを以

前やって５０代の人も募集したけども、集まらなかったのでやめましたと。だけどそう

いうことを一定の周期で行えば１回行ってみようかなというふうな人も出てくるのかな

と、こういうふうに思うので、多分、民間では中高年の婚活というのは事業として成り

立っているところもある。だから、普通はそういうふうな民間のそういうところよりも

町が窓口ならもっと参加者も安心できると思うわけ。 

  だから、そういうふうに考えたとき、もう少しちょっと今回なかったけれども、もう
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１回募集してみようかなと。実際には町にとってマイナスにはならないと思うんやけど、

だから、そういうことができらんのかなと、こういうふうに思うんやけど、費用をかけ

る必要はないと思うんです。もう一定の年齢になっていたら、ある程度の生活の基盤も

できてる。そういった中で費用的なことについては、別に実費負担で別に問題ないと思

う。ただ、役場がそういうふうな回覧板にしろ広報にしろというチラシの部分だけ負担

せんなんかもわからんけど、そういうふうな形で再度１回やってみたらどうかな、こう

いうふうに思うんやけど、いかがなものか答弁願いたいと思います。 

  １２点目のコシアブラ、実際、生石高原の観光農園というのは難しくても仕方ないん

やけど、ただ、生石高原に限らず町内というのは結構高低差があって高い地域もある。

だから、こういうふうなところに生石高原の高さとそんなに変わらへんようなぐらいの

高さのところがもう結構あるわけでしょう。だから、こういうところでコシアブラとい

うのを本当に知らない人が多いわけよ。私でさえ何年か前にこんなもんがあるんやとい

うのを初めて知って、そうして食べてみると意外においしい。ネットで調べても結構金

額的には高いものであって、私、以前店やっていたときにいただいたことがあるんです

けど、これが冷蔵庫で半月ぐらいは鮮度が全く変わらない。だから、こういうふうに考

えたら、もしこれが特産品になれば全国発送も可能やと思うし、ましてほとんどの人が、

どこのスーパー、和歌山県内どこへ行ってもコシアブラなんて売ってないんです。だか

ら、売ってないから特産品になり得るんじゃないかな、こういうふうにどこにでもある

というもんであったら競争によって価格も下がる。よその他府県と比べても負ける可能

性もある。ただ、こういうふうに数少ない本当に知名度の少ない品物やよってひょっと

したらできるんじゃないかなと、こういうふうに思う。 

  結構ネットで見るのには、木が２０メートルぐらいに伸びるとか、その話を見るんや

けど、実際はそんな大きなってない。自然で生えているのは背丈あまりぐらいのもんな

んよ。それも皆適当に大きなってきたら切り倒して、低くして新芽が出るような形につ

くってる。 

  だから、こういうものがもし特産品として利用できたらいいのになと、あくまでも１

つの提案やけど、この中でもひょっとしたらそんなにコシアブラって何よというような

人もあろうかと思います。だから、食べた人まではかなり少ないと思うんやけど、だか

ら、少ないから特産品になり得るんじゃないかな、こういうふうに思うので再度の答弁

を願いたいと思います。 
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○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ０時００分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時２９分） 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    西口議員の再質問の第１点目につきまして、私のほうから

御答弁させていただきます。 

  西口議員からは、具体的にそれじゃこれからの１０年間何をするのかと、こういう御

質問であったかと思います。 

  ただ、まず西口議員に御理解をいただきたいのは、実は前回の６月議会にも答弁させ

ていただきましたとおり、地方創生については、これからの５年間、まち・ひと・しご

と創生総合戦略ということはつくりました。しかしながら、それとあわせて第１次長期

基本計画というのが皆さん御承知のとおり、平成１９年の４月から平成２９年の３月ま

で、この１０年間の計画を立てております。それがここでいいます第１次基本計画構想、

そして前期基本計画・後期基本計画と、こういう冊子に載っておるわけです。 

  この冊子をつくるために、実はことしの当初予算で第２次長期総合基本計画を策定し

ますということで予算化をさせていただいています。そして、なぜその予算化させてい

ただいたかと言いますと、これからつくる第２次長期総合基本計画、これをつくるため

の審議会を開いたり、いろいろ作業をしていく。そして、ことしの１２月から２月の間

にそれをつくって、そして第２次総合計画については、平成２９年の４月から３９年の

３月まで、このまた１０年間の計画を立てるわけです。 

  したがいまして、現段階では、まだこの第１次総合計画、それと後期基本計画、これ

の最終年度に今当たっています。 

  したがいまして、今御質問のこれからの１０年後をどんな町にしていくんよと、具体

的に一遍述べてくれと、こういう御質問については、今のところそれについては答弁で

きないと、こういうことでございますので御理解を賜りたい。 

  ただ、私としては、やはり紀美野町を魅力あるまちづくりと、また活力のある町をこ
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れからもつくっていきたい、そのようなことでこの間の敬老会の日の挨拶の中でも言わ

せていただいております。 

  ただ、最終的にその審議会でどういう目標の言葉になるのか、それはまた審議会から

答申が来て、そして、つくった段階でまた皆さん方にお配りさせていただくということ

になっております。ひとつ御理解を賜りたいと思います。 

  以上です。 

○議長（小椋孝一君）    建設課長、井村君。 

○建設課長（井村本彦君）    西口議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

  ２問目の公共工事についての１番目の放置された土のうに関しては町ではないのかと

いうことでございますが、町の場合は指定確認という方法をとってございます。これは

どういうことかと申しますと、指定された数量を回収しているかどうかを確認している

と、適切な設計方法でやられているかどうか確認しておるということでございまして、

２１４袋の土のうが使われてございまして、これを平成２７年９月１５日の完成時点で

撤収したことを確認しております。ですので私のほうは町の工事ではないと申し上げた

次第でございます。 

  以上、簡単ですが、１点目の答弁とさせていただきます。 

  続きまして、２番目の質問でございますが、価格の引き下げ努力、企業努力のあり方

等必要ではないのかということでございますが、あくまで法律に基づいた執行というの

を我々していかなければならないことでございまして、法律から逸脱した行為はできな

いと、法律の範囲内であればできるんですがということで御理解を賜りたいと思います

ので、以上、簡単ですが、答弁とさせていただきます。 

○議長（小椋孝一君）    教育次長、前田君。 

○教育次長（前田勇人君）    それでは、私からは西口議員の再質問にお答えをさせ

ていただきます。 

  まず３番目の夏祭りについての件でございます。駐車場有料化も含め一工夫した祭り

にならないかというような質問であったかと思います。 

  これにおきましては、近々実行委員会の反省会もございますので、ここに御提案をさ

せていただき報告をさせていただきたいと思いますので、御理解を賜りたいと存じます。 

  それから、２点目の９番目の天文台の利用受け入れについて、駐車場のあり方を前向

きに考えてはという質問であったかと思いますが、これにつきましては駐車場の満車状
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況等については、天文台のイベント等の規模の大小によって異なるものでございます。

今後、道路が拡幅され来台者も多くなるようであれば、駐車場の拡幅も視野に入れ、必

要になるのではないかと考えますので御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長 湯上君。 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    西口議員の再質問、４点目の要介護度の再認定

の周知方法についてお答えさせていただきます。 

  要介護１のレベルなどの周知をしてもらえばわかりやすいのではないかという再質問

であったかと思うんですけども、繰り返しになりますが、要介護や要支援の認定は、体

だけの状態ではなく、心身の能力や介助の方法、行動などの有無などに関する認定調査

を行って、主治医意見書とあわせて介護に係る手間がどの程度かどうか個々で判定させ

ていただいているところで一律ではないので周知については困難ではないかと考えます。 

  ただ、先ほどからももう一度繰り返しにもなるんですけども、紀美野町の保健福祉課

は総合相談窓口の機能を持っておりますので、介護度がいかがかだけではなくて、御本

人さんの状態の変化などで今までの変化に生活に支障が生じるとかさまざまな相談がご

ざいましたら、電話でもお気軽にしていただけるようにさらに周知を図っていきたいと

考えておりますので、御理解賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（小椋孝一君）    水道課長、田中君。 

○水道課長（田中克治君）    西口議員の再質問にお答えします。 

  水道管の定期的な改修についての答弁でございます。 

  おいしく安全な水道水の供給のため適切な時期の更新が必要となってきます。また、

災害に強い安定した水道にするために、水道施設の耐震化計画の策定等、水源から水道

利用者に至るまでの水道システム全体としての機能維持が必要となります。大きな投資

を要する耐震化が最も有効的・効率的に行うため、段階的な耐震管の目標を立てて計画

的に優先度の高い事業から実施することが大事になります。健全な水道事業を継続する

ために、より一層の経費縮減が必要となってきます。 

  さて、御質問の水道管の定期的な入れかえについてですが、配管延長、導水管と送水

管、配水管で町内総延長２５３キロあります。耐用年数としまして約４０年から６０年

となっています。単純計算で年間約４.５キロの水道管の布設替えとなりますが、上水

道では、約１０年前に石綿管の布設替えをしています。また、簡易水道についても、毎

年、漏水補修で工事もしています。今後は漏水調査や過去の漏水補修箇所を調査しなが
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ら、漏水の集中する地域の配管布設を検討していきますので御理解のほどよろしくお願

いします。 

○議長（小椋孝一君）    住民課長、増谷君。 

○住民課長（増谷守哉君）    それでは、西口議員の６番目のたばこのポイ捨てにつ

いての再質問について答弁させていただきます。 

  初段の答弁につきましては、山火事防止の観点ということで条例の制定ということで

ございましたので消防長から御答弁させていただいたところでありますが、再質問につ

きましては、環境保全ということでの条例の制定という趣旨であったと思いますので、

環境衛生の担当である住民課のほうから答弁をさせていただきます。 

  議員言われるように、全国の幾つかの市町村では、たばこや空き缶等のポイ捨てに関

するいろいろな名称での条例を制定してございます。これら条例を市町村が制定するに

当たっては、例えば人の通行や来場者が多い駅周辺や観光施設においてポイ捨てが多発

し、それに伴っていろいろな問題が発生していることから、その区域を特定区域として

指定し、ポイ捨て等を禁止する条例を制定しているようでございます。 

  県下でも同様の条例を制定している代表的なものとして、和歌山市の和歌山市美化推

進及び美観の保護に関する条例を制定してございます。和歌山市では、通称ポイ捨て防

止条例と呼ばれているようでございます。これにつきましては、紀ノ川から南、国道４

２号線、国体道路に囲まれた県下一の繁華街を含む市街地を特定美化区域と指定しまし

て、国道・県道・市道でのポイ捨て等を禁止しているものでございます。 

  また、白浜町では、白浜町白良浜等喫煙及びごみ等のポイ捨て禁止条例を制定してご

ざいます。これにつきましても、白良浜周辺の区域を特定区域に指定し、ここでのたば

この喫煙、ごみのポイ捨てを禁止しているところでございます。白良浜につきましては、

年間１００万人の観光客があるということでこういうふうな条例を制定しているもので

あると考えてございます。 

  このようにポイ捨てが非常に多いことから、その対応に苦慮し、条例を制定し、モラ

ルの向上を図っているものと考えてございます。 

  これら条例のほかにごみのポイ捨てに関する法令といたしまして、廃棄物処理及び清

掃に関する法律第１６条、軽犯罪法第１条、道路交通法第７６条、河川法施行令第１６

条の４にそれぞれたばこの吸い殻、空き缶を含む廃棄物を捨てることを禁止しており、

これに違反した者につきましては、相応の罰則として懲役や罰金等が規定されてござい
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ます。 

  西口議員のポイ捨て条例を紀美野町で制定しても悪いことはないのではないかという

ことでございますが、確かに悪いことはないと思っております。しかし、紀美野町には、

このほか町のごみ捨て禁止を規定した紀美野町廃棄物処理及び清掃に関する条例も制定

してございます。 

  また、先ほど御説明させていただきました幾つかの法令もある中で、今の町の状況下

において新たに紀美野町にポイ捨ての条例を制定することが必要あるのか、また、つく

らなければ大きな問題が生じるのかというふうなところの課題が生じてくると考えてご

ざいます。 

  そういうことを考え合わせまして今後条例の制定について勉強、研究をしてまいりた

いと考えてございますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

  再質問の答弁とさせていただきます。 

○議長（小椋孝一君）    まちづくり課長、西岡君。 

○まちづくり課長（西岡靖倫君）    西口議員の７番目の再質問にお答えさせていた

だきます。 

  まず、バンガローの状況を見まして生活感がないとか、利用状況はどういうことであ

るかという御質問であったかと思いますが、紀美野町内で住むための空き家を改修する

間や新築する間、空き家を探していくときにおいてこのバンガローを利用しております。

１カ月程度ぐらいから１年程度ぐらいまで利用しているようになっております。 

  バンガローの利用に関しては、現在利用している人を含めてこれまで８組の方が利用

しております。昼間は仕事とか、また、家の修理とかということで外に出ておりますの

で、家にいない場合が意外と多いので人けがなく生活感がないように思われるのも当然

かと思います。 

  それから、１０番目の再質問にお答えさせていただきます 

  地域おこし協力隊員が一定期間中に定住につなげていくため、または仕事や収入につ

なげていくため隊員の生活の体制やサポートを町がどうしているのかという御質問であ

ったかと思いますが、この制度を利用していく場合、行政の中での受け入れ体制、地域

おこし協力隊員の配置、仕事の内容のすり合わせ、地域の主体性、地域の関係づくり、

それから生活条件の整備、定住の見通し等ができるようにしていくことが隊員受け入れ

のための条件と考えて進めてまいりました。 
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  隊員においては、３年間で定住するために隊員において業務を通じてスキルを身につ

けたり、卒隊後の仕事や生活につながる人脈構築、能力獲得の時間が必要でございます。

隊員の希望を聞き、適切な相談先を紹介することも重要と考えております。そのための

いろんな研修や先進地へも出かけていき勉強していただけるようにしております。 

  さらに、隊員が永住していくためには、隊員同士気軽に思いを語れる仲間や希望を実

現できる環境が必要不可欠かと思っております。これは行政だけでなく、地域住民の協

力なしには醸成されないと大変重要に思っております。今現在活動している隊員におい

ても、卒隊後も引き続き紀美野町への定住に向けて働きかけをしながら進めてまいりた

いと考えております。 

  以上、簡単ですが、答弁とさせていただきます。 

○議長（小椋孝一君）    産業課長、湯上君。 

○産業課長（湯上章夫君）    それでは、西口議員の８番目のアシストスーツについ

て、町の補助金的なものはどのようなものがあるかということで、紀美野町農業経営支

援事業の中に農業機械整備ということで項目がございます。ここはまず補助率は１０分

の１以内でございます。１農家に１機なんですけども、１０万円以上の機器でお渡しさ

せていただいて最高補助金は１０万円です。ですので１００万円が最大いただける金額

ということでございます。 

  続いて、１１番目に御質問いただきました中高年の婚活につきましてです。 

  中高年の方々の婚活につきましては、自治体等で扱われているところは私の調べた範

囲ではちょっと見当たらなかったのですが、民間等ではあります。その民間等の内容を

ちょっと調べさせていただきましたところ、婚活の特徴といたしましては、お見合いの

色が薄く、気軽に参加できるイベント、食事会とかゴルフとかスポーツ関係とか、そう

いうことが多く特徴として出ておりました。 

  また、家族形態なんですけれども、多様化されていまして、婚活であっても入籍とか

を問わずパートナーを見つけるというようなことも載っております。そういうこともあ

りますし、また若年層では考えにくい、想定しにくいような子どもとか孫とか、相続と

か多分そういうことかと思うんですけども、そういうことでも問題、課題となる事象等

があるということもお聞きしております。 

  多様化する家族の形態につきましては、関係者、関係部局との連携を重ねていって、

そのようなことも勉強したいと考えていますので、そういうことで御理解賜りたくお願
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い申し上げます。 

  それと、１２番目の特産品づくりについてお答えいたします。 

  コシアブラの件でございますが、特徴といたしまして、県内では標高５００メートル

以上の尾根のような地形に自生すると言われております。 

  現在、農業研究会等でも課題に取り上げていただいておりますけれども、栽培方法に

つきましては、現在確立されておらず、試験中であると。また発芽率が余りよくないと

いう記載もあり、安定した栽培が行えないのではないか、出荷量が見込めないのではな

いかというようなことで、これは県のほうの森の資源の生かし方、特用林産物生産の手

引きという県が発行していただいています資料の中にも載っておりまして、現在、非常

に難しいし、確立もできてないということがございますので、これにつきましても、山

菜を出荷している農業の方々や先ほどの農業研究振興会、ＪＡ、県などとも勉強しなが

ら栽培の試験なども行ったりして研究を重ねてまいりたいと思いますので、その点御理

解賜りたくよろしくお願いいたします。 

○議長（小椋孝一君）    ６番、西口 優君。 

○６番（西口 優君）    ２点目の１の中で、河川で放置されていたごみ袋の粉砕さ

れたものを役場が多分回収してくれたと思うんですけど、そうしたら当然役場が設置し

たものと類似していたら同じものである。あんな特殊なもんなんで実際に回収、２１４

袋を設置して２１４袋を回収したというこういう話だったんですけれども、現実問題と

してあれ特殊な袋です。だから、その袋を見た時点で町のもんか町のもんでないかとい

うのが多分理解できると思うんです。私、現物を見たときには、これあそこに置いてた

やつやなと私は思ったんですけども、実際、全形を掘り起こしてみたわけでないので、

だけど、ある意味ああいうふうな形の特殊な入れ物が美里からこっちまでは流れてくる

とは考えにくい。まず龍光寺橋の真下にあったもんなんで、普通に考えて旧龍光寺橋の

橋詰めに積み上げてあったものと同じものかなと思ったんやけど、ほかから流れてくる。

それも２つ重なって流れてくるとは考えにくいんやけど、その辺がどういう認識しちゃ

ったんか。実際２１４袋置いて２１４袋を回収したということやけど、その数があって

いたのかどうかもわからんし、建設課も２１４袋置いたと言うんやったら、２１４袋を

確認して回収したもんやろうと思うけども、だけど、ほかから流れてきたとはとても思

いにくいもんなんで、ああいうふうに１個が何百キロか１トンあるんか知らんけど、そ

ういうもんが美里のほうから流れてきたもんとはほかでは理解に苦しむわけです。 
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  だから、わしは町内の者と違うと言われりゃそれだけのことやけど、だけど拾った品

物が置いてた品物ともし同じ似たような形態しているんであったら、そういう可能性は

十分にある。２１４袋回収したと言われても、ほかからたまゆらまで紀美野町ってある

わけですけど、あの辺で工事しちゃうとは思いにくいんで、ましてそういうふうなとこ

ろから上で工事したというような現実を知らなくて、それがそういうふうなところから

流れてきたという、確かに２１４袋回収したと言うんであったら、確かにそうなんやろ

うと思うけど、そういうふうな認識はちょっと矛盾を感じるので、その点について再度

の答弁求めたいと思います。 

  ６点目、たばこのポイ捨てということについては、廃棄物処理法の中でもごみを放っ

たらいかんと、現実問題としてわかってる話なんやけど、それでもたばこのポイ捨て禁

止条例というのが全国の自治体で幾つもできている。というのはそれなりの理由がある

からと思うんですよ。だから、普通に考えたら、町内でつくることに何ら抵抗はないよ

うな気がするんやけど、その辺がよくわからない。私の理解不足かもわからん。 

  ただ、全国でつくられているというのは、必要があるからつくられていると多分思う

てるわけよ。だから、紀美野町では必要ないよと言われたらそれだけのことやけど、し

ょせんは住民のモラルの問題やしな、本来は町内の住民とは限らないけど、どこから来

ようと要は住民のモラルの問題はもちろんわかるねんで、それは当たり前の話、ごみ放

ったらあかんというのは昔からわかってるわけやしな、それでもこういうふうな条例を

つくるというのは、それなりの効果があるからつくるんである、こういうふうに思うん

ですよ、私は。 

  だから、それについて効果のないもんは多分つくれへんと思う。つくったからといっ

てそれが防げるかと言われたら、それも自信のない話なんやけど、だけどつくることに

よって啓発活動の一環になるって、これはそういうふうに思うから、やっぱりあったほ

うがいいんじゃないなと思うので再度の答弁を願いたいと思います。 

  町有財産のというあのバンガローの部分は、今までそういうふうに移住者の短期滞在

型というのを、だから、確かに使ってくれてやったろうと思うけど、それなら当然今度

はまた決算にも出てこようかと思うんですけど、あそこの家賃取っちゃうような形に条

例ではそうなってる。そうしたら当然今度の決算にも上がってくるということやしな、

上がってきて当たり前やと思うんやけど、それが利用頻度によって１カ月分上がってく

るやら、実際には半年も上がってくるかわからんけど、だけど今度の決算には多分上が
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ってくるんやろうと思うてんねんけど、ただ、その中で利用頻度というのは、あの建物

に対しての有効利用の対象になるぐらいの利用頻度になるのか、その点について再度の

答弁を求めます。 

  ９点目の駐車場と道路の拡幅について、今回、道路が拡幅されるという、だけど、道

路拡幅は大いに結構なんよ。ただ、現実問題として道路が拡幅されてから駐車場も検討

するというような話やったけど、現実問題として今現在でも駐車場というのは、利用者

数から考えたときにかなり厳しい状態かなと、そういうふうに理解するんですけど、確

かにあそこは限られたスペースしかないんで駐車場というても簡単にできるとも思って

ないんやけど、だけど、そういうことは道路の拡幅に合わせて駐車場ということも１つ

の検討課題、そんな検討したからってすぐにできると思わへんし、だから、今からやっ

ぱりそういうふうなことの心づもりをしといて、それでないとできないと思うから、だ

から、そういうふうなことの前向きな取り組み方というのをもう一度答弁願いたいと思

います。 

  １０点目のまちづくり課の定住促進について、３年間というのは期間限定で長いよう

で短いような気もする。３年の間に仕事、ある程度生活の基盤が確立されなかったら、

さて半年前や１年前になったときに、次のことをやっぱりそこで住んでられないから考

えていて、もう次のどこかへ行く算段をしてしまうような気がするわけよ。だから、あ

る程度の見通しが立って仕事についても、ある程度の見通しが立って初めてここで定住

できるかなというふうなことを考えると思うんやけど、だから、そういうふうな一定の

期間内に一定の紀美野町で住めるかなという心づもりができるような下ごしらえができ

ていて、それでないと住めない、期間は住んでいられる。だけどこれ過ぎたら絶対食べ

ていけんというのがわかっていたら、誰も落ちついて本腰入れてというふうになってこ

ないんで、だから、ある程度具体的にひょっとしたらここでやったら食べていけるかな

という見通しが立って初めて腰が落ちついてくると思うんです。 

  だから、もう少しある程度腰がつけられるかなというようなとこまで町の支援が必要

なんかな、こういうふうに思うんやけど、それでないと１年半たって同じ調子やったら

みんな安心できやん、これはやっぱり紀美野町を離れてどっかで住まなあかんのかなと

思うてくるけど、１年半である程度腰が落ちついてきたら、そしたらここで住んでられ

るなっていうふうに見通しがたって初めて定住ということが起き得るんかなと思うんや

けど、その辺の具体性というんですか、そんなことはどうなんでしょうね。その点につ
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いて再度の答弁を求めたいと思います。 

  それと、１２点目です。５００メートル以上、農業研究会にしても、植えて生産が確

立できてないという、だから、そういうふうに確立できてるもんであったら特産品には

ならないと思うわけよ。よそがやっていないから特産品になるんでないか。 

  ただ、あそこの生石山の生石高原のちょっと下側に、こっちから上がっていったら左

側のスギ山か何か、あの辺も町有地って結構たくさんの広さがあったんで一番上でなく

ても構わない。いえばあの山の中にそういうふうに自生しているものがあるということ

は、多分環境が合うてるんやと思うわけよ、コシアブラということにね。生える環境が

ね。だから、案外もし自生するぐらいならちょっと植林すればスギ山の中に生えるんか

な、こういうふうに思うんやけど、実際は植えてみないとわからんし、そういうことが

群生しているというほどでもない。何十本かは生えているけど、だから、趣味のある人

らがとりにいってるぐらいなレベルやけど、だけどそういうふうに自生する環境にある

ということについては、きっとそこが適しているんじゃないかと思う。 

  だから、生石の一番上で観光農園というのは難しくても、たとえその手前のほうに生

えているところがあるんであったら、そこに適したところで少しちょっと試しにやって

みるとかということは可能じゃないかな。特に今、農業研究会でも難しくて確立されて

ないというところがおもしろいんじゃないかなと思うわけよ。 

  そういうふうになかなかよそで誰でもできるというもんがあったら特産品にらならん

し、誰でもできるというもんがあったらありがたみも何もないわけでしょう。ところが

少ないというんであったら、試しにそういうふうに何本かでも植林するなり何なりでも

構わないし、そういうことがやってみれば、もしかして紀美野町の特産品になるかもわ

からない。そういうふうなことにそんなにお金はかからないと思うんやけど、ただ、あ

そこの紀美野町の町有地の中にそういうふうなことの可能地域があるんじゃないかな、

こういうふうな気がするので再度の答弁。 

  実際問題、多分みんなどこにどんなもんが生えてあるということを知らないと思うわ

けでしょう。だから、そういうことも含めて自分で見てきたら、ああこういうところに

生えるねんなということがわかったら、ひょっとしたら町有地の中に結構広大な土地が

ありますから、町有地の中で試験的に植えてみるのもおもしろいんじゃないかなと思う

んやけど、特産品づくりになるかもわからないし、そらならんかもわからんけど、ただ、

こういうふうに確立されてないもんやよっておもしろいかなと思うわけよ。だから、そ
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の点について再度の答弁求めたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    建設課長、井村君。 

○建設課長（井村本彦君）    西口議員の再々質問にお答えをさせていただきます。 

  土のう袋についてでございますが、特殊なものなのでほかからは考えにくいというこ

とでございますが、土木工事ではよく仮設台工事として用いられるものでございます。

あの現場に関しましてもほかでも土木工事は行われておりました。 

  それから、これは可能性の問題ですが、２７年の９月から２８年の７月中旬までの大

雨の経緯についてでございますが、５０ミリ以上の降雨に関しては４日間ございました。

このうちのどれかの中で上流から流れてきたということも推測されます。また、付近の

土木工事の中で発生したとも考えられますので、ただし、町としては、先ほど申し上げ

ましたとおり、個数を確認しておるので町から発生したものではないということを御理

解いただきたいと思います。 

  以上、簡単ですが、答弁とさせていただきます。 

○議長（小椋孝一君）    住民課長、増谷君。 

○住民課長（増谷守哉君）    西口議員の再々質問にお答えさせていただきます。 

  確かに全国の市町村の幾つかは条例というのをつくってございます。議員言われるよ

うに、つくる必要があるからつくっていくんやろうということでございます。確かにい

ろいろ問題があってポイ捨てが多いということから、条例を制定する必要があったため

につくっているものと考えてございます。 

  しかし、つくられている市町村は１００未満だと考えています。全国の１,４００か

ら見ますと１,３００の市町村がそれを必要がないからつくってないという事実もござ

います。 

  そういうこともあるんですが、紀美野町としてもそういうふうな条例の制定が必要で

あるんかということを一度研究してまいりたいと考えてございますので、御理解いただ

きたいと思います。 

  以上です。 

○議長（小椋孝一君）    まちづくり課、西岡君。 

○まちづくり課長（西岡靖倫君）    西口議員の再々質問の７番目の御質問のことで

すが、バンガローについて、利用頻度的なこととか、建物に対して有効に利用されてい

るかという御質問ですけれども、このバンガローの立地に関しては、すごい環境のいい
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場所にありまして、自然豊かな中で、また都会の人から見た場合、すごいいい場所でと

いうことで気に入っていただいているとこでもあります。 

  また、町にこういう建物があるということは、移住希望者等にとって大変ありがたく

利用していただいております。ただ、利用頻度におきましては、１年間を最長にという

ことにしておりますので、１年を超えている方も若干おられますけども、一年中全て詰

まっているというわけではございませんので、そこら辺の利用ということは、途中で利

用していきたいという人があっても先の方が利用しているという場合もありますので、

そういうこともありました。そういう中で、今後も有効利用はしていきたいと考えてお

ります。 

  それから、１０番目の地域おこし協力隊の３年間というのは長いようで短い、３年間

の中で基盤が確立されなかったらどこかへ行くようになるということの御質問であった

かと思いますけども、具体的なある程度の見通しのためにも町の支援が必要という議員

のおっしゃられることに関してですが、隊員が３年後というのは確かに短いと思われま

す。 

  １年目は、地域の人たちにどういう人であるかということを知っていただく、また顔

を覚えていただくこと、または生活習慣が相当違いますので地域に溶け込んでいくとい

う上において大変１年目は苦労されているかと思います。それから、２年目は、地域活

動、またはそれぞれのミッションをこなしていく、３年目においてそろそろ自分の将来

のことも考えながらやっていくという中で、隊員同士のコミュニケーションをとりなが

ら、または全国に散らばっている地域おこし協力隊員のネットワークの中でいろんな活

動報告等をされたり、また地域でどういうふうにしていったらいいかということなども

相当勉強されてくるようになりますので、それを活動という中で応援していける体制を

我々はとっていけたらなと考えております。 

  地域おこし協力隊員が永住できるように、地域の人にとってもなくてはならないよう

な人になれるよう我々は応援していきたいと思っております。 

  以上、簡単ですが、答弁とさせていただきます。 

○議長（小椋孝一君）    産業課長、湯上君。 

○産業課長（湯上章夫君）    西口議員の１２番目の特産品づくり、コシアブラにつ

きましてお答えさせていただきます。 

  西口議員がおっしゃられる、誰もつくっていないので特産品になるのではないかとい
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うお考えは非常にありがたい御意見でございます。先ほどから言いました農業振興研究

会、ＪＡ、県などといろいろ今回のことでお話している中で、特産品としての可能性は

高いということで誰しも認識しているところでございます。 

  ただ、栽培に関しましては、今後、研究しなければなりませんので、試験的に植えて

いくような試みはこの研究会の方々、また協議している方々と協力していきたいと考え

ております。 

  それと、もう１点、生石高原のほうの山頂近くでということで御意見いただいたんで

すけども、自然公園法で第１種特別地域であるという、大体山頂地付近の町の土地は第

１種特別地域であり、手をつけることがなかなか難しいということで、ほかのところの

候補地なんかも関係機関の方々と御相談しながら考えていきたいと思いますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（小椋孝一君）    教育次長、前田君。 

○教育次長（前田勇人君）    それでは、西口議員の再々質問にお答えをさせていた

だきます。 

  ９番目の天文台の利用者受け入れについての中で、駐車場のあり方について前向きに

検討しないのかというふうなことであったかと思います。 

  これにつきましては、今後も利用者の状況等を見ながら前向きに検討してまいりたい

と思いますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（小椋孝一君）    これで西口 優君の一般質問を終わります。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ２時１３分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時２７分） 

○議長（小椋孝一君）    続いて、５番、田代哲郎君。 

（５番 田代哲郎君 登壇） 

○５番（田代哲郎君）    質問の１点目は、人権教育事業のさらなる充実について質

問いたします。 
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  去る７月２６日未明、神奈川県相模原市の知的障害者施設で元職員により入所者１９

人が殺害され、２７人が重軽傷を負った事件は、深い悲しみと憤りを広げました。 

  多くの命を奪った戦後最悪の残忍性に加え、容疑者は事件前から障害者なんていなく

なればいいという趣旨の言動を重ねていたとされます。 

  障害者の命と尊厳、存在をあからさまに否定する考えを絶対に認めることはできませ

ん。障害者を不用とみなし、抹殺を正当化する主張は、第二次世界大戦前ヒトラー政権

下のドイツで障害者を生きるに値しないと計画的に虐殺したナチスの優生思想と相通じ

るものです。 

  １９３９年９月、ヒトラーは、治癒の見込みのない患者を安楽死させる極秘命令書に

サインし、障害者や病人２０万人以上が殺害されました。それはホロコーストのリハー

サルだったと言われます。働けるか戦えるか、それが彼らの価値基準でした。今の社会

にある経済的な力や効果だけを評価する風潮につながっていないとは言えません。 

  我が国１０何万の精神病者は、実にこの病を受けたる不幸のほかに、この国に生まれ

たる不幸を重ねるものと言うべしとは、今から９８年前、東京帝国大学精神科の呉 秀

三教授が、座敷牢に閉じ込められた精神障害者の実情をつぶさに調査し、その悲惨な状

況を克明に記録した著書に残した言葉です。 

  当時は、精神病者看護法という法律により、精神障害者は座敷牢に監禁することを義

務づけていました。この私宅監置という制度は、日本の精神医療のあしき原形と言われ

ます。 

  戦後、法律が精神衛生法になっても、精神障害者を社会から隔離するという風潮が長

く続きました。閉鎖病棟への入院に本人、家族の同意を必要としない措置入院制度が対

応された時代もあります。精神衛生法から精神保健法へ、そして精神保健福祉法へ、精

神病患者から精神障害者へ、居場所が病院から地域へと移っても行きづらさは残ってい

ます。 

  また、なかなか見えにくいものに性同一性障害などＬＧＢＴへの偏見や差別がありま

す。昨年１１月６日の我が党機関紙「赤旗」は、全国で初めて自治体として同性カップ

ルを公認する制度が東京都渋谷区と世田谷区で始まったニュースを伝えました。一方、

同じ赤旗の９月１日付国際欄には、インドネシアの憲法裁判所で同性愛を非合法化する

刑法改定の請願が審議中であることを報じました。ことしに入り閣僚から性的マイノリ

ティーを敵視する発言が続出しているという特派員の報告も載っています。 
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  日本でも東京都練馬区の区議は、本会議で同性カップルをパートナーと公認する渋谷

区の条例に対し、男らしさや女らしさ、男女による結婚を尊重し、祝福する日本社会の

価値観を否定すると発言、同性カップルからは子どもは生まれない、婚姻は次の世代を

産み育てることと述べました。 

  内閣府の自殺総合対策大綱では、ＬＧＢＴの自殺年齢の割合が高いことなどについて、

無理解や偏見などがその背景にあると指摘しています。性同一性障害などＬＧＢＴは、

人口の約５.２％とされます。その存在はほとんど認識されておらず、心ない言動に傷

つき孤立感を抱くことが多いと言われます。 

  動物の社会は弱肉強食ですが、人間には人権や尊厳を学びながら優生思想を克服する

という努力を積み重ねてきました。今回の事件は、まさにそうした努力の必要性を強く

示唆していると言えます。 

  障害のある人もない人も相互に人格と個性、多様な生き方を認めて支え合い、学び合

う社会の実現こそが現代社会を形成する土台であることは明らかであり、障害者であれ

健常者であれいなくなったほうがよい人はないはずです。このことは政治や行政がしっ

かりと発信していかなければならず、生命と人間の尊厳を守ることは政治と行政の最も

根本的な責務だと思います。 

  障害を持つ人も持たない人も地域の中で生きる社会こそ当たり前の社会という、ノー

マライゼーションの理念に基づく人権教育事業のなお一層の充実に取り組む考えがない

かをお伺いいたします。 

  質問の２点目は、公教育無償化の取り組みについてです。 

  貧困と格差をただし子育て世代の暮らしを応援する取り組みについて、提案を行い、

教育委員会の見解を伺います。 

  子どもの貧困が深刻になる中、紀美野町ではまだ実施されていませんが、温かい夕食

を提供する子ども食堂の取り組みが和歌山市などでは始まっています。子どもの貧困が

社会問題となっていますが、ひとり親家庭、親自身の病気や障害、経済的な困窮、長時

間労働と仕事も子育てもぎりぎりの状態で頑張っている親子など子どもたちの育つ環境

が本当に厳しくなっていますが、そんな家庭の子どもたちに食卓を囲む楽しさを学ぶ喜

びを伝え、安心できる居場所をつくりたいと紀の国こどもＮＰＯが子どもの生活支援ネ

ットワークこ・はうすを和歌山市内にある一軒家を借りて運営しています。そうした取

り組みが町内でも始まればと思います。 
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  そして、どの子にも温かい食事を保障しているのが学校給食です。その無料化は、義

務教育は無償という憲法の原則からも、子どもの健やかな成長を保障するためにも子供

の貧困予防対策としても大きな意義を持つものです。 

  ２０１４年、平成２６年９月の定例議会で学校給食費の無償化について質問しました

が、学校給食費の無料化は子育て世代にとって大変うれしい支援と思うが、紀美野町の

財政状況では大変厳しいし、給食費については食材費を保護者から徴収しており、単純

計算では児童生徒５１１人で年間２,８００万円程度の費用が必要となり、町負担とな

ると大変厳しいものであるという趣旨の答弁でした。 

  給食費など義務教育で保護者が自己負担する費用を市町村が補助する動きが広がって

います。約４年前の調査では、給食費の補助制度がある自治体は全国で１２２にのぼり、

修学旅行費や授業で使う補助教材費まで全額肩代わりして義務教育費の完全無償化をう

たう事例もあります。 

  ６月議会でも述べたとおり、紀美野町の子育て支援策は、近隣の市町村と比較しても

充実しています。しかし、保護者の負担をなお一層軽減するために、とりあえず第３子

からの給食費を無料にする考えがないかお伺いします。 

  ３点目は、児童生徒の生活習慣病健診についてです。 

  近年、社会環境、食生活を含む生活様式の変化から欧米の都市型生活が普及し、食生

活、運動習慣、生活リズム、ストレスなどの問題がふえ生活習慣病が若年層まで移行し

てきていると言われます。 

  子供の生活習慣病は、成人の病気とされていた高血圧症、高脂血症、動脈硬化症など

で動物性脂肪の取り過ぎなどの偏った食事、運動不足、ストレスなどが原因とされてい

ます。 

  和歌山県の２０１５年度、平成２７年度の学校保健統計調査での肥満傾向児の出現率

は、男子では１０歳から１２歳、１５歳の各年齢ごとで１０％を超えており、１５歳で

は１１.９％と最も高くなっています。また、７歳、１０歳、１２歳、１４歳、１５歳

の各年齢の全国値を上回っています。全国平均での肥満傾向児の出現率は、男子・女子

ともに１９７７年度、昭和５２年度以降肥満傾向児の出現率は増加傾向でしたが、２０

０３年度、平成１５年度あたりから減少傾向にはなっています。しかしながら、子ども

の肥満化は生活習慣病につながるという観点からの対策は望まれます。 

  現在、紀美野町内２保育所の年長児及び保護者を対象とした健康や自分の体に関心を
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持たせ、生活習慣病や寝たきりを早期学習によって予防するための６ちゃんクラブが実

施されています。 

  また、海南市医師会主催で１９８５年、昭和６０年から５０％以上の高度肥満児と肥

満度２０％以上の小学校４年生児童を対象とした肥満児健診事業が実施されています。

予防の効果をさらに高めるため、小中学校それぞれ特定の学年全員を対象とした児童生

徒の生活習慣病健診を実施する考えがないかお伺いします。 

  以上です。 

（５番 田代哲郎君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    教育次長、前田君。 

（教育次長 前田勇人君 登壇） 

○教育次長（前田勇人君）    それでは、まず１点目の人権教育事業のさらなる充実

についてお答えをさせていただきます。 

  紀美野町人権施策基本方針に基づき、人権が尊重される町を目指した取り組みを推進

しています。毎年テーマを決め啓発事業を実施しており、昨年度は人権委員会事業は、

障害者差別解消法の制定に伴い、障害者と人権をテーマとして事業を実施いたしました。 

  学校においては、平和教育を通じた人権学習、ネットモラルを通じて考える人権、認

知症の正しい理解と適切な対応、みんな大切人権感覚を育てよう等さまざまな講演を保

護者や子供、また地域の方々と一緒に聞いたり、その内容を話し合ったりしました。 

  また、一般住民向けには、町民大学、町ＰＴＡ連合会、海草地方人権尊重の社会づく

り推進連絡協議会などの協力を得て、中央公民館、文化センター、福祉センターで講演

会を行いました。 

  今後も人権教育の推進のため、町人権委員会、人権擁護委員会、きみのネットワーク

委員会等と密接な連携を図りながら、人権教育・人権啓発・人権相談事業など町が実施

する施策全般にわたり人権尊重の視点に立ち、関係機関と情報の共有をしながら、さら

なる人権意識の高揚に取り組んでまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りたい

と存じます。 

  次に、２点目の公教育無償化の取り組みについてお答えをさせていただきます。 

  現在、町内小中学校に通う児童生徒は４６０名で、そのうちおよそ７％に当たる３０

名の児童生徒が第３子または第４子であります。 

  給食費は小学校１食当たり２５０円、中学校は３００円程度であり、児童生徒１人当
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たり年間５万円程度の給食費が保護者の負担となっています。これは多くの子どもを持

つ保護者にとっては決して少なくない負担であると推察いたします。 

  第３子からの給食費を無料にする場合、さきの人数から単純に計算すると年間およそ

２００万円弱の予算が必要となってまいります。また、全児童生徒を無料にした場合、

およそ２,５００万円の予算が必要となると見込まれます。 

  議員御提案の子育て支援対策として、第３子からの補助施策という意見は子育て世代

にとって大変うれしい支援とは思いますが、しかし、学校給食法において保護者の負担

の原則が定められています。第３子以降に限定した場合にも、無償化への影響額は町財

政への負担にもなりかねないことから御提案の無償化は難しいものと考えます。 

  なお、要保護及び準要保護児童生徒に対しては、義務教育を受けるために必要な助成

として給食費も含んだ援助を行っておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

  次に、３点目の児童生徒の生活習慣病健診についてお答えをさせていただきます。 

  議員の言われるとおり、肥満化は生活習慣病につながるという観点から、海南医師会

による児童生徒夏休み前健康セミナーが開催されています。この取り組みは、生活習慣

病の発端となる症状として肥満に着目し、できるだけ早期に生活習慣病に至る芽を摘み

取ろうというものであります。 

  このセミナーでは、身体計測、血圧測定、血液検査の検査を行うだけでなく、あわせ

て栄養相談及び講演も行い、保護者及び本人の生活習慣病に対する意識改善を目指した

生活習慣病予防のための取り組みとなっています。 

  学校における身体測定で５０％以上及び小学４年生については２０％以上の児童生徒

に対しセミナーへの参加を呼びかけ、できるだけ健診を受けてもらい、あわせて栄養相

談や講演を行い、生活習慣改善を啓発しています。 

  この取り組みに加え、生活習慣病に対しては、学童期からの生活習慣改善による予防

が大切であり、日ごろから各学校において保健体育の時間の指導や、健康指導、町内小

学校に栄養士及び栄養教諭を配置し、食育指導にも力を入れています。総合的な学習の

時間に野菜ソムリエを講師として招聘し食育を行っている学校もあります。 

  このようなことから、現時点において児童生徒の生活習慣病健診の実施は考えており

ませんので御理解を賜りたいと存じます。 

  以上、簡単でございますが、答弁とさせていただきます。 

（教育次長 前田勇人君 降壇） 
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○議長（小椋孝一君）    ５番、田代哲郎君。 

○５番（田代哲郎君）    人権教育事業のさらなる充実については、私自身はこうし

たらいいといういわゆる提案をできるほど教育的に専門的な知識は持っていません。で

すから、今のリオデジャネイロでパラリンピックが開かれて非常に脚光を浴びています

けど、でもなおかつ障害者に対する偏見や差別というのは社会的に非常に根強いものが

あるというふうに思われます。ですから、やっぱり知恵を集め力を集めて精いっぱいこ

ういうことに取り組んでいただきたいと思います。 

  ２点目の公教育無償化の取り組みですが、第３子からということであれば２００万円

の財源があればできると。しかし、学校給食法の縛りがあるのでという学校の給食費は

保護者から徴収しなければならないということになっているということです。 

  去年の国民生活基礎調査というのが先般発表されまして、そこで生活意識が苦しいと

いう世帯は、平成２６年度は６２.４％で、それよりもちょっと減って６０.３％となっ

ているのは、やはり６割の世帯に達して生活が苦しいという、各種世帯の生活意識を見

ると、苦しいという割合は、高齢者世帯が５８％に対して児童のいる世帯は６３.５％

となっています。依然として児童のいる世帯の生活意識が苦しいということで全体の平

均より高いと。だから、仕事の環境とかもあるんですが、やっぱり子育てにはお金がか

かるという今の状況があると思います。 

  紀美野町まち・ひと・しごと創生総合戦略ということで先ほどの一般質問の中でも再

三取り上げられたんですが、基本的な方向として、和歌山で一番子育てしやすい町を目

指しますということになっています。 

  紀美野町の人口ビジョンを見てみますと、紀美野町の２００８年から２０１２年の期

間における女性が妊娠可能な期間に通常の出産で子どもを産むとして、生涯の間に産む

子どもの数をあらわした合計特殊出生率というのがあるんですけど、これが１.２５と

なっています。 

  これは県内に３０市町村あるんですけど、人口ビジョンに載せてありますので御存じ

でしょうと思うんですけど、一番低いんです。しかも海南市と並んで、これがちょっと

不思議なんですけど、先月、海南市でそういう海南市長も出席してまちおこしの勉強会

があって、そこでも私質問したんですが、紀美野町が低いというのはわかるけども、海

南市で何でこれだけ低いんですかと言うと、はっきりした答えは出ませんでした。 

  それから、１５歳から４９歳の女性人口も１９８０年の３,３９５人から２０１２年
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の１,２６２人ということで減少傾向が続いています。これは人口ビジョンには載って

ない数値なんですが、２０歳から３４歳の男女の未婚率、結婚してない率、結婚適齢期

の人が結婚しない率というのは７０％以上、だから、１００人の結婚適齢期の男女がお

ったら、そのうちの７０％は結婚してないということになります。これは県下で言うた

ら、高野町、九度山町に続く県下第３番目の高さです。これは人口ビジョンにも載って

ないです。 

  若い人たちの働く環境の悪化が少子化を深刻にしていると思われるので、もちろん既

に実施している子どもの医療費助成というのが高校までとかというのは、経済的に助か

るとともに何よりも気軽に病気しても気がねなしに医療機関へ行けるという安心感があ

ります。しかし、もちろんこの町には小児科がないわけですから、そういう問題もある

と思います。 

  学校給食法に基づいて徴収せなあかんということになっているのは難しいなというこ

とですけど、実際に全国の市町村で子どもの給食費を無料にしているところはあります。

給食費を完全に無料にしているのは高野町もそうですし、だから、法律の縛りがあるか

らできないということではないと思いますので、現在の子育て支援に加えてぜひとも全

部いったら何千万要ると言うから、２００万円程度でしたら、子どもをふやすために人

口ビジョンの上からも第３子からでも無料化に踏み切れば大変子育て世帯は助かると思

いますので、２００万円ぐらいの原資であれば何とかならないのか、その点考え直して

いただけないか質問いたします。 

  海南市医師会が取り組んでいる子どものいわゆる児童生徒の生活習慣病予防、特に管

内それぞれの教育委員会との連携もきちっとしてすばらしい前向きな取り組みをしてい

ると思います。 

  紀美野町の児童生徒の肥満傾向が県下の市町村と比較してどうなのか、データがない

ので、保健福祉課にあるのかどうかわかりませんけど、多分ないと思います。 

  ただ、医師会が対象にしているのは、５０％以上の肥満率ということと、それから就

学前の２０％以上ですか、何かで基本的には５０％以上ということで、先月こういう取

り組みをしている香川県宇多津町という人口１万８,０００人にて聞いた話ですが、肥

満でないから健康とは言えない場合が結構あると。例えば肥満でなくても血糖値はヘモ

グロビンａ１ｃが高かったりという検査しても出てくるし、食生活の反映だろうという

話です。和歌山県はそんなことないんですけど、香川県は糖尿病の患者さんが非常に多
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いそうです、比率で。それは子どもだけじゃなく、うどんばっかり食べているからかな

と言うてました。しかし、ここは向こうほど便利ではない。スーパーがたくさんあって、

どこへ行ってもコンビニがあってということで、ここもコンビニはあるんですが、でき

あいの惣菜で間に合わせるとか、若い人はハンバーグなどファーストフーズに頼るとい

うこともあるそうです。 

  脂質異常がある子どもも結構あるということで、２０年や３０年放置すれば脳梗塞や

心筋梗塞になる可能性というのがあるし、成長期なのに貧血になる子どもたちもいると

いう話でした。隠れ肥満とか脂肪肝になっている例もあると聞くので、だから、大人に

なって生活習慣病の予防ですよといろいろやっても、それはやっぱり子どものうちから

生活習慣病を予防しようと思えば、大人の生活習慣病を予防しようと思えば、子どもの

ころから生活習慣を整えておく必要があると思います。 

  将来、年とってそんな病気になって結局医療費が上がるということになるんだったら、

もう小さいころから厳格に生活習慣病予防をする習慣を整えていったほうがいいと思い

ます。 

  健康セミナーとかいろいろやっているんで、野菜のソムリエもやっているし、いろん

なことをやっているというのはわかります。何もやってないんじゃなくて非常にそうい

うことは熱心にやっておられることもわかるんですけど、やっぱり自分の健康状態を把

握することにより、子供たちや保護者がより健康的な生活を送れるようにそういう事業

を実施する考えはないんでしょうかという、そういう意味でぜひ実施してほしいと思い

ます。考えを聞かせてください。 

○議長（小椋孝一君）    教育次長、前田君。 

○教育次長（前田勇人君）    田代議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

  まず、１点目の人権教育のさらなる充実についてということでございますが、今後さ

らに人権意識の高揚に取り組んでまいりたいと思いますので、御理解を賜りたいと存じ

ます。 

  続きまして、２点目の公教育費無償化の取り組についてということです。その中で無

償にならないのかという法的根拠もあるが第３子から無償にできないかということであ

ったかと思います。 

  このことにつきましては、子育て支援対策は町の重要な施策でありますが、他の施策

とのバランス等を考慮しながら進めてまいりたいと思いますので、御理解を賜りたいと
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存じます。 

  続きまして、３点目の児童生徒の生活習慣病についてでございますが、これにつきま

しても生活習慣病健診となりますと、大人の場合、特定健診ということで１人当たり大

体１万円程度が必要になると聞いております。そうする中、児童生徒においても同額程

度は必要になるのではないかと思われますので、費用面において大きな町の負担ともな

りかねますので、その点御理解を賜りたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（小椋孝一君）    ５番、田代哲郎君。 

○５番（田代哲郎君）    さっき言ったこども食堂、実は私ごとで恐縮ですが、和歌

山市に残している私の家が空き家になっているんで、こういうことに使わせてくれとい

うことであったんで無償で、非常にそういうことに、もう取り壊そうかと思っていたん

ですけど、こういうことに使ってくれてありがたいと。非常に楽しそうに子どもたちが

ここで御飯食べてる新聞に載った写真です。毎日新聞で紹介されていました。 

  他の施策とのバランスで公教育無償化の取り組みというのは、非常に２００万円のこ

とであるけども、やりにくいと。すぐに出てくるのは他の施策とのバランスという理由

が出てくるんですけど、この質問の初めのとこで述べさせていただいたんですけど、給

食費など義務教育段階での保護者の自己負担を市町村が補助する動きというのは全国的

に広がっているんです。 

  １つは、御存じのように経済格差が広がって、その中で教育の機会均等を図るという

ことと、それから、子育ての世代を町へ呼び込もうという狙いもあります。 

  兵庫県の相生市というのは非常に大きな市ですが、この自治体は、その施策で移住者

がふえるというか、いわゆるＩターンがふえていくという一定の成果を上げております。

ここだけは前に行ったとき、そういうふうにふえてきますという、３年ほどかかったと

いう話ですが、そういう支援をしている中の１つで、京都府の伊根町というところへ個

人的に行ってきました。御存じと思いますけど、船の格納庫が居室の下にあるという、

いわゆる舟屋という海の小京都と言われる景観で有名な人口が２,２５０人という非常

に小さい町です。別に舟屋に行ったんじゃなくて、そういうことをやっているというん

で行きました。 

  地元の漁協や農家から直接仕入れた食材を使って学校給食はやるということで、地元

へもお金還元するということで、ただ、ここは全額学校給食無料なんです。徴収してい
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ないということで。去年から義務教育費の無償化というのを始めて、年間約７００万円

を投じて、生徒数というのは１００人ぐらいしかないんで、１００人の給食費や、それ

から修学旅行費、それから教材費を全て無料にしています。これは子育て世帯にしたら

大変ありがたいことだろうと思います。だから、保護者の自己負担というのは、制服と

かランドセルとか筆記用具などの購入費に限られるということです。 

  町民の皆さんは、漁業はあるとこですから進んでるんですけど、農業なんか見てても

余り進んでるとは思いません。見てたら休耕田も非常に多いみたいに見えたし、ただ、

舟屋のある周りは非常ににぎやかですけども、観光客も多いんですけど、そういうんで

特に大きな産業がないということで町はへき地だから負担軽減が必要だという考えだそ

うです。何という産業はないんで一番の資源である子どもたちをしっかり育て上げるこ

とが大切だという考え方に基づいてのことだそうです。 

  ほかの施策とのバランスということもあると思いますが、とりあえずは和歌山で一番

子育てがしやすい町を目指しているので、予算の費用からいうても第３子からの無料化

ということであれば、そんなに大きな負担はかからないと思いますので、実施する考え

がないかもう一度お答えください。 

  児童生徒の生活習慣病予防健診についても、香川県のさっき言いました宇多津町の生

活習慣病対策事業というのをやっていますので、そこへ行ってきました。香川大学医学

部の附属病院小児科を受診する子どもの血液検査の結果が大変悪いということで、それ

が引き金になって隣の三木町ということで学校医が児童生徒の血圧検査をする取り組み

を始めたそうです。香川短期大学の学長も町と連携として宇多津町でも取り組んだとい

うのが始まりだそうです。 

  健診の対象者は小学校４年生と中学校１年生で、本人と保護者の同意の上で主に一番

大きい健診は採血を行います。子どもは大変なんでベットで寝かせて採血するそうです。

検査項目として、肝機能検査としてＧＯＴ・ＧＰＴ、酒飲んだら上がってくるというガ

ンマーＧＴＰも入っていました。脂質の検査は、総コレステロールと、それから善玉コ

レステロール・悪玉コレステロールと中性脂肪をやるそうです。もちろん糖尿病では、

ヘモグロビンａ１ｃというのは皆さん御存じだと思います。あわせて一般献血といいま

して、赤血球、白血球、ヘモグロビン、それからへマトクリットといって血漿と血球の

比率をはかるそうです。第１次検査で陽性検査者は第２次検査で精査し、個別指導が必

要な児童は、懇談時に保護者と生活習慣の改善を話し合って、生活習慣病の発症が懸念
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される幼稚園児とか小中学生とその保護者を対象として町独自で、６ちゃんクラブみた

いなもんやと思うんですけど、元気っ子クラブと称して生活指導とか運動指導、調理実

習などを実施していると、これはこの町と似たようなことをやっています。フラフープ

とか新聞紙を使った運動、フープというのはずっと昔の話ですけど、リズムダンス、野

菜中心のおやつつくり、野菜のサンドイッチつくりなどの実習をしているそうです。 

  学識経験者の意見では、宇多津町は以前から食べるという健康に関する取り組みを実

施しているが、これはほかの自治体のモデルにもなるようなものなのでファイルとして

まとめてほかの自治体がやろうとしたときには応用できるようにしてほしいというコメ

ントがついていました。やりたいよって、教えてよと言うたらすぐ教えてくれるように

なっているそうです。 

  ここまでやるというのは簡単なことではないと思うんですが、まして１万８,０００

といったら紀美野町よりも倍ぐらいの人口ですから、学校現場や医師会、保護者の皆さ

んともよく相談して一遍そういうことをやれるのかどうか検討するのも１つじゃないか

と思います。 

  この町がそんなに生活習慣病の人が多いかどうかというのはよくわからないんですけ

ども、子どものころから予防しておけば大人になってもなることはないので医療費抑制

にもなるんじゃないかというふうに思いますので、検討する考えがないのかどうかお伺

いします。 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ３時１３分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時１３分） 

○議長（小椋孝一君）    教育長、橋戸君。 

○教育長（橋戸常年君）    田代議員の再々質問ですけども、給食費の第３子以降の

無償化ということですけども、県内にも先ほど高野町の話が出ましたですけども、ほか

の自治体においても第３子以降無料にしているところが最近出てきたように聞いており

ます。そういった状況も踏まえましてちょっと研究させていただきたいと思っておりま



－７０－ 

すので、御理解をいただきたいと思います。 

  それから、生活習慣病健診のことでございますけども、現在、先ほどから議員も御指

摘のように、海南の医師会のほうでかつては肥満児健診と呼んでおったんですけども、

それでは子どもたちが参加しにくいというんですか、そういう状況もありまして、現在、

夏休みになってすぐぐらいというか、その前に夏休み前検討セミナーということで保護

者と一緒に海南のほうで健診を受けて、講義を受けるであるとか、食生活のことについ

て保護者と一緒に話を聞いてもらうであるとか、そういったことをやっておるんですけ

ども、若干いろんな中体連等の大会もあったりとか、いろんなことで５０％肥満度数と

いうんですか、それが５０％以上の生徒とか、あるいは４年生については２０％以上と

いうことで行ってもらうように学校のほうから案内をするんですけども、なかなか参加

率がだんだん下がってきているような状況もありまして、ただ、お母さんのほうも、例

えば何日間かの食事のメニューであるとか、何日の夕食にはどんなもん食べましたとい

うような記録というんか、そういったこともあったりしてなかなかうまくいってない状

況もあるんですけども、しかし、医師会が熱心にやっていただいて学校のほうでも積極

的に参加してもらうようにはしております。 

  そういった中で生活習慣病につながるようなところがちょっとでも改善できればなと

思ってございますので、現在のところうちでは生活習慣病の健診という形での受診とい

うんですか、実施は今はちょっと考えておりませんので、御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（小椋孝一君）    これで田代哲郎君の一般質問を終わります。 

  続いて、４番、町田富枝子君。 

（４番 町田富枝子君 登壇） 

○４番（町田富枝子君）    では、私のほうから３点にわたって質問をさせていただ

きます。 

  まず第１点目ですが、被災者支援システムについてでございます。 

  ２０１１年３月に起きた東日本大震災や本年４月に発生した熊本地震、そして、つい

最近の岩手や北海道を襲った台風１０号による豪雨災害など全国各地で大規模な災害が

相次いでいます。災害は望みませんが、いつ起こるとも限りません。こうした災害に対

していつ起きても迅速に対応できる備えはしておかなければならないと考えます。 

  被災者支援システムは、阪神・淡路大震災時に西宮市役所情報システム担当職員の方
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が震災直後の混乱の中、構築運用されたもので、紀美野町も２０１３年にこの被災者支

援システムを導入していただきました。被災者支援システムは、住民基本台帳、家屋台

帳、災害時要援護者台帳等が連動して始めて運用が可能になります。紀美野町は、この

被災者支援システムをいつでも稼働できる状況にあるかどうかをお伺いいたします。 

  ２点目ですが、新生児の聴覚検査についてです。 

  生まれつき聴覚に障害のある先天性難聴は、１,０００人に１人から２人の割合でい

るとされています。早目に補聴器をつけたり、適切な指導を受けたりすることで言語発

達の面で効果が得られると言います。逆に発見がおくれると言葉の発達も遅くなり、コ

ミュニケーションに支障を来す可能性もあります。 

  新生児聴覚検査は、専用の機器を用いて寝ている赤ちゃんの耳に音を流し、脳波や返

ってくる音によって聴力を調べます。検査は生後３日以内に行う初回検査と、その際に

要再検査とされた赤ちゃんを対象に生後１週間以内に実施する確認検査があります。こ

の検査は２０１２年度から母子手帳に結果を記載する欄が設けられるなど、国も積極的

に推奨しています。 

  また、これらの検査にかかる自己負担額は、医療機関によってことなりますが、１回

当たり５,０００円程度と聞いています。この検査費用は地方交付税による財源措置の

対象となっていますが、初回検査を公費で負担する自治体は、１４年度現在で全国１,

７４１市区町村のうち１０９市町村で１割にも満たない結果となっています。 

  厚生労働省は、ことし３月、全自治体に公費助成の導入など受診を促す対応を求める

通知を出したと聞いていますが、それを受けて紀美野町でも新生児聴覚検査にかかる費

用を公費で負担してはどうでしょうかお伺いいたします。 

  続いて、３点目ですが、ポイ捨てなどのごみ対策についてでございます。 

  先日、生石山のふもとの住民の方より相談を受けました。生石山に大勢の方が観光に

来てくれるのは喜ばしいことであるけれども、弁当の空やビールの空き缶、ペットボト

ル等が道や草むらに捨てられていると言います。生石山保存会の方にお聞きしますと、

生石山の山開きの数日前にはみんなでごみ拾いをし、きれいにしてお客さんを迎えてい

るとのことでした。 

  今後、県道が完成して観光バスが頂上に行くようになれば、さらにお客さんがふえる

と思われますが、町はこのごみ対策にどのように取り組んでいくのかお伺いいたします。 

  以上です。 
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（４番 町田富枝子君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    町田議員の１つ目の質問、被災者支援システムの活用

についてお答えをいたします。 

  議員仰せのとおり、被災者支援システムは、阪神・淡路大震災後、西宮市が開発した

システムでありまして、システムの機能につきましては、罹災証明等の発行、被災者の

体調管理、緊急物資管理が主な機能となっているところでございます。 

  また、住民基本台帳のデータを使用しておりますので、避難者情報の名簿管理を簡単

に行うことができることから大変有能なシステムであると考えております。 

  当町では、合併以降、本システムを使用しなければならないような大規模な災害は発

生しておりませんが、今後多くの住民の皆さんが被災し、避難しなければならないよう

な規模の災害が発生した場合は、現状のパソコンソフトで対応することが困難となり、

被災者支援システムを活用することになるかと考えております。 

  そのことから、当町では、平成２５年度に電算室にサーバーを設置、端末を総務課に

設置することで常に操作できる状況にはしてございます。また、災害発生時には、すぐ

に他の課でも操作できる環境は整っておりますので、御理解いただきますようお願いい

たします。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    保健福祉課長 湯上君。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    町田議員の２つ目の御質問の新生児の聴覚検査

についてお答えいたします。 

  聴覚の障害は、早期に発見され適切な支援が行われた場合には、聴覚障害による音声

言語発達等への影響が最小限に抑えられることから、その早期発見・早期療育を図るた

めに新生児聴覚検査を実施することが重要であるとされています。 

  御質問の①町がこの聴覚検査の結果を把握しているかについてでございます。 

  本町の平成２７年度の把握状況でございますが、出生届の際に母子手帳のコピーによ

り把握するとともに、保健師による赤ちゃん全員の訪問の際に加え、乳児健診の際にも

母子健康手帳の聴覚検査の有無の確認によりその実施状況を確認しているところです。 
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  なお、聴覚検査の結果につきましては、記載のない場合もありお母さんへの聞き取り

を行っていますが、結果のはっきりしない場合も見受けられました。 

  本町の転出を除く２７名の出生児の新生児聴覚検査の実施率は８８.９％でした。ま

た、結果を把握できている１９名のうち要再検が１名でしたが、確認検査を実施したと

ころ異常なしということでした。 

  次に、御質問の②新生児聴覚検査にかかる費用を公費で負担する考えはないかについ

てでございます。 

  平成２６年度の全国検査結果の把握状況によりますと、１,７４１市町村のうち新生

児聴覚検査の初回検査についての公費負担を実施しているのは６.３％でした。 

  和歌山県内では公費負担を実施している市町村は現在ありませんが、事業の必要性の

大きさ等を考え、公的支援により聴覚検査の受診率の向上につながるよう今後前向きに

検討してまいりたいと考えております。 

  なお、赤ちゃん全員の訪問や健診の際には、新生児聴覚検査の受診状況や受診結果を

確認し、適切な指導助言に努めるとともに、たとえ聴覚検査の結果は異常なしでも乳児

期以降に難聴があらわれる場合もあるため、乳児期の耳の聞こえや言葉の発達を注意深

く観察してもらえるような助言を行っていくよう考えておりますので、御理解賜ります

ようお願いいたします。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    住民課長、増谷君。 

（住民課長 増谷守哉君 登壇） 

○住民課長（増谷守哉君）    それでは、町田議員の３番目の質問、ポイ捨てなどの

ごみ対策について御答弁をさせていただきます。 

  ごみを捨てることは、たとえ少量であっても不法投棄と同じ行為であり、廃棄物の処

理及び清掃に関する法律や軽犯罪法、道路交通法、河川法施行令などの各種法等で禁止

され、罰せられる行為でございます。 

  しかし、車上などからの小さいなごみのポイ捨てなどにつきましては、特殊な場合を

除きこれら法で罰せられることは少なく、実質的には個人のモラルやマナーに任されて

います。 

  御質問での生石山周辺においては、生石山へ向かう町道や県道の沿線で、特に民家が

なく、山林等で人目につきにくい場所へのごみの投棄されているのが多く見られていま
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す。 

  このため、この対策の一環として、町広報やホームページにおいて、ごみポイ捨て抑

止につながるごみの適正処理の啓発を行ってございますが、町外から来られる観光客等

への啓発にはつながっていないこと、また、その方々によるお弁当殻や空き缶等のごみ

が大半を占めているものと考えられることから、町としてもその対応に苦慮していると

ころでございます。 

  この対策として、まず１つ目につきましては、ごみが集中して捨てられる箇所に車か

らも目視できるポイ捨て抑止のための警告看板を設置してございます。 

  ２つ目として、またその場所をごみを捨てにくい環境とするために、捨てられたごみ

を業者委託により全面回収し、きれいにする作業を年に一度実施してございます。 

  ３つ目に、住民からの不法投棄に関する通報等に関しましては、警察、保健所と連携

しながら投棄した者の発見、また発見後さらに投棄しないように指導を行っているとこ

ろでございます。 

  ４つ目に、これはことしから試験的に取り組んでいる事業でございますが、和歌山県

の協力のもと、監視カメラの設置により不法投棄の防止と啓発を強化する取り組みを行

ってございます。成果は非常にいいことから、今後こういった取り組みを多く実施でき

るよう検討してまいりたいと考えているところでございます。 

  今後においても、以上のような各種の啓発や対策を総合的に行っていくことでごみの

ポイ捨て等を減少させ、町の美化に努めてまいりたいと考えてございますので、御理解

を賜りますようによろしくお願い申し上げます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（住民課長 増谷守哉君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    ４番、町田富枝子君。 

○４番（町田富枝子君）    １点目の被災者支援システムでございますが、大規模災

害があったときには稼働できるということでしたので安心をしております。ところがこ

の被災者支援システムは、導入と同時に運用稼働できる状態にするには、職員研修等で

システムの必要性を周知し訓練することが重要であると言われています。 

  さきの熊本地震においても、被災者支援システムをインストールしているだけで実際

に稼働されていなく、罹災証明の発行に相当時間がかかったと言われています。大半の

自治体は、激甚災害の経験がなく、発災時には大変な困難をきわめると考えられること
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から、ふだんの研修や訓練は大変重要であると思います。 

  ＪＬＩＳ、これは地方公共団体情報システム機構というんですが、ここでは被災者支

援システムの説明会への講師派遣をしていて、被災者支援システム全国サポートセンタ

ーの吉田 稔センター長に職員研修の講師を依頼できると聞いています。この経費はＪ

ＬＩＳが負担してくれて全て無償とのことです。ですから、この際、紀美野町でもこの

ＪＬＩＳの講師派遣をお願いして全職員を対象とした被災者支援システムの研修をして

はどうでしょうかお伺いいたします。 

  もう１点、また奈良県平群町は、この被災者支援システムの稼働当初から最新の住民

基本台帳のデータと連動して毎日午後９時に自動更新される仕組みをつくっています。

ほかに地理情報システムの導入を初め、担当課の壁を越えて家屋データ、要援護者デー

タの連携強化をし、毎年１回、全職員の研修をしているとのことです。 

  被災者支援システム全国サポートセンターの吉田 稔センター長は、平群町はいつ災

害が起きても運用できる体制になっており、住民基本データを連結し、毎日更新する仕

組みをつくっているのは全国で平群町だけであると評価しています。 

  南海トラフ大地震が懸念される中、平群町などの先進事例を研究して町民を守るため

の備えをするべきであると考えますが、いかがでしょうかお伺いいたします。 

  それから、２点目の新生児の聴覚検査については、検査の公費負担については前向き

に検討すると言われていることから前向きな検討を願います。 

  それから、３点目のポイ捨てなどのごみ対策についてでございますが、缶やペットボ

トルなどのポイ捨てが生石山に限ったことではなく、先ほども他の議員からもありまし

たように、道沿いや草むらには多量のごみが投げ捨てられています。私も以前、住民課

にお願いをして立て看板を設置していただきましたが、一向に効き目がありません。こ

れは捨てる側のマナーの問題であることは間違いないのですが、これといった特効薬が

あるわけではありません。 

  先ほど対策として町のほうでも４点いろいろ考えてくださっておりますが、私は子ど

もたちに環境を守る啓発ポスターなどを考えてもらって、それを立て看板にするなどし

てはどうかと考えています。子どもたちが環境問題を考えることでその子たちが大人に

なったときは決してポイ捨てなどしないと思うからです。子どもたちによる環境を守る

啓発ポスターでごみ問題を考えてはどうでしょうかお伺いいたします。 

  以上です。 
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○議長（小椋孝一君）    総務課長、細峪君。 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、町田議員の再質問についてお答えをいたし

ます。 

  被災者支援システムの操作訓練についての御質問であったかと思います。大変情報を

いただきましてありがとうございます。 

  総務課におきまして年１回は操作訓練を実施していた次第なんですが、当然、災害が

起こったときはいろんな関係課と連携をして訓練をしておく必要がございますので、シ

ステムを操作するため職員向けの研修を実施していきたいと考えておりますので、御理

解いただきたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    住民課長、増谷君。 

○住民課長（増谷守哉君）    町田議員の再質問にお答えさせていただきたいと思い

ます。 

  子どもたちが環境のルールやマナーを守ることの大切さを理解して社会人として思い

やりのある気持ちを持った大人に育っていくことが安全・安心なまちづくりにつながっ

ていくものと考えてございます。 

  そのため、学校教育にとどまらず、家庭での教えや地域での清掃イベントなどの取り

組みを通じて子どもたちをきちんと育てていくことが大変重要なことと考えているとこ

ろでございます。 

  町のほうでも、がたろ大作戦、これは河川の清掃になるんですが、もう１つ、美里河

川一斉清掃などのイベントを開催しておりますが、この中においても小学生・高校生の

参加をいただいておるところでございます。紀州路クリーン大作戦ということで町内の

任意の町道の清掃作業もしていただいてございます。 

  小学生等が自分がごみを拾らうということは、自分がごみを放るということの罪悪感

というんですか、そういうやっぱりマナー育成に大変つながってくるもんだと思います。 

  それと、大人の方が拾っている姿を見るということも大切なことであろうということ

で町のほうも、これは任意の団体が実施していることなんですが、そういうことで町の

ほうも協賛ということで子どものマナー育成に努めてまいりたいと考えているところで

ございます。 

  小学校のほうでも、小学校４年生の社会科の副読本の中でもごみのポイ捨てにつなが

るごみの適正管理ということで授業でも取り上げられているということでございます。 
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  また、ことし３月に完成しました紀の海クリーンセンターのほうでも施設の見学とい

うことで見ていただくシステムをつくっていると。紀美野町の小学校のほうでも３校な

んですが、４年生の生徒に見に来ていただいているという取り組みもやっていますので、

よりごみのマナーづくりには大変効果してくるものと考えております。 

  町田議員先ほど言われたポスター等についても、一度私どもの部署だけではなくて関

係する部署もございますので、いろいろ検討してまいりたいなと考えてございますので

御理解を賜りたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    ４番、町田富枝子君。 

○４番（町田富枝子君）    この被災者支援システムですが、システムの周知という

のはされているんでしょうかお伺いいたします。 

  この被災者支援システムを整備して研修するということは、町民の安心・安全につな

がるだけでなく、災害発生時には自治体職員が受ける大変な負担があるわけですけれど

も、それを本当に軽減させることができる、そのように言われています。ですから、こ

ういう機会を通じてぜひ職員、町民を守るシステムを皆さんに周知する。そういうため

にもそういう研修会がいいんじゃないかな、そのように思いますので、そのことをもう

一度答弁願います。 

  それと、３点目のごみなんですが、さまざまないろんなことで考えてくださっている

というのはよくわかります。それでまた検討願いたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、細峪君。 

○総務課長（細峪康則君）    町田議員の再々質問にお答えします。 

  周知につきましては、この被災者支援システムのよさを職員にさらに伝えていきます

ので御安心をいただきたいと思います。 

  これを機に研修も、被災者支援システムの操作方法とか、あるいは災害対応の一式、

そういう訓練につきましても、職員向けの訓練の内容を今後検討していきたいと考えて

おりますので御理解をいただきたいと思います。 

○議長（小椋孝一君）    これで町田富枝子君の一般質問を終わります。 

  しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ３時４３分） 

――――――――――――――――――― 
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 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時５７分） 

○議長（小椋孝一君）    続いて、９番、伊都堅二君。 

（９番 伊都堅二君 登壇） 

○９番（伊都堅二君）    私のほうから２点御質問申し上げます。 

  まず、寄附金収入の拡大と将来の道の駅建設を見据えての地域振興策についてという

ことで、紀美野町の寄附金収入、これは主にふるさと納税によるものと思いますが、昨

年度４８万円ということで決して多い数字ではありません。昨年もこの件で質問申し上

げ、見返り品の見直しや拡大について、町長からも前向きの答弁をいただきました。そ

の後農協や商工会の協力でそれを１２品目に拡大されたと聞いていますが、効果が出て

いるのかなど現状をお聞きしたいと思います。 

  また、今後とも継続して拡大させるべきことであると考えます。今後の方針や見込み

についての説明をお願いします。 

  次に、国道３７０号、県道阪井清水線の改良完成にあわせ道の駅を計画しているわけ

ですが、中核施設となる物産販売所について、生鮮野菜や果実などの原産物については、

地域のものを売ることが基本であって、また、それを十分できる地域であるというふう

に考えております。 

  ただ、原産物というのは、安価で新鮮であることが求められるので、事業者にとって

は余り利益につながらないということで、それを補うためには製品の販売割合をふやさ

なければなりませんが、製品は１００％地元のものである必要はありませんが、当然の

ことながら全くないというわけにはいきません。しかしながら、今の紀美野町には、そ

れがほとんどないというのが現状であります。何とかしなければ販売所の成功はありま

せん。 

  私は、広く町民に呼びかけ、製品づくりを進めるとともに、町と事業者が中心となっ

て選考機関を設け、取り扱う製品の選定を行ったり、さらなる改善を進めたりする方法

を考えていますが、執行部のお考えをお聞きしたいと思います。 

  以上、１点目です。 

  次に、町民の町関連施設研修についてということで、紀美野町には本庁以外に総合福

祉センター、水道課、美里支所、あるいは広域施設の五色台、厚生病院、やすらぎ園、
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紀の海ごみ処理センター、環境衛生処理施設などがあります。 

  所在などについては周知されていると思いますが、最近、町民の高齢化の影響かもわ

かりませんが、細部の機能や仕組みについてよく理解されていないところが多いように

感じています。例えば総合福祉センターはなぜ必要なのか、どのような設備や機能があ

るのかとか、まちづくり課はなぜ美里支所に置かれ、どのような仕事をしているのかと

か、また、ごみ回収の仕組みが現行のように変更されたことと、紀の海処理センターの

システムについてなど町民の理解を深めるための機会を設ける必要があるのではないか

というふうに思いますが、執行部の考えをお聞きしたいと思います。 

  以上です。 

（９番 伊都堅二君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    企画管財課長、中谷君。 

（企画管財課長 中谷昌弘君 登壇） 

○企画管財課長（中谷昌弘君）    ただいまの伊都議員の御質問につきまして、私の

ほうからは１つ目、寄附金収入の拡大と将来の道の駅の建設を見据えての地域振興策に

ついての前段のふるさと納税の今後の方針見込みについてお答えをいたします。 

  ふるさと納税につきましては、平成２０年度から豊かな自然と紀美野町を愛する人々

から寄附金を募ることにより、寄附者の紀美野町への思いを具体化することによって、

多様な人々の参加による個性あふれるふるさとづくりに資することを目的として実施を

してございます。 

  議員おっしゃられるとおり、昨年度につきましては、寄附額が４８万円で県内外７名

の方々から御寄附をいただいてるところでございます。 

  さて、議員御質問の現在の状況でございますが、まず寄附者への返礼品につきまして

は、今年度から１９品目とふやしてございます。今後もさらに返礼品の拡大に努めてま

いりたいと考えてございます。 

  また、本年６月議会におきまして御可決をいただきましたふるさと納税総合サイト

「ふるさとチョイス」の導入により、従来の寄附の手続方法に加え、クレジットカード

決済による寄附の受け付けを開始したこと、並びにふるさとチョイスへの掲載による宣

伝効果が功を奏し、９月現在におきましては、昨年を大きく上回る５６件の寄附者、寄

附金にして４０７万円のお申し込みをいただいてございます。 

  今後の方針につきましては、返礼品につきましては、寄附者が喜んでいただけるよう
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な返礼品の拡大と充実を図り、多くの寄附による自主財源の確保と寄附者へのお礼とし

て返礼品を地域の事業者から買い上げることにより地域の活性化につなげてまいりたい

と考えてございます。 

  以上、簡単ではございますが、答弁とさせていただきます。 

（企画管財課長 中谷昌弘君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    産業課長、湯上君。 

（産業課長 湯上章夫君 登壇） 

○産業課長（湯上章夫君）    伊都議員の１番目の質問の寄附金収入の拡大と将来の

道の駅建設を見据えての地域の振興策についての中の要旨として、物産販売所での特産

品の充実と安定した確保についてお答えさせていただきます。 

  紀美野町の特産品には、柿、ミカン、山椒、金山寺みそ、ユズ製品、梅干し、棕櫚製

品など７種目、きみのふるさと推奨品は、金時生姜蜂蜜漬けほか金時関係で３種類、み

そ２種類、コンニャク、ユズみそほか、ユズ関係が２種類、かやの実、ハーブクッキー

など含めて２４品目ございます。 

  推奨品の認定は、紀美野町まちづくり推進協議会の中のきみのふるさと推奨品選定委

員会で行われています。それに加工品となります生石加工グループなどが手がける金山

寺みそ、コンニャク、ジャム、マーマレードなどの加工品、また弁当、すし、餅などが

あります。それと、農産物となりますと、米はもちろん、新鮮な野菜や山菜もたくさん

あります。 

  農家を初め生産者の方々と協力し、特産品、推奨品、生産品の需要への安定提供、品

質の向上、販路の安定・拡大等、生産から販売まで充実した仕組みができるよう関係機

関と連携していきたいと考えております。 

  また、商工会、ＪＡ、まちづくり組織、認定農業士などの協力を賜り、特産品の開発

にも取り組んでいきたいと考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

（産業課長 湯上章夫君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、私から伊都議員の２点目、町民の町関連施

設研修についての質問にお答えいたします。 
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  議員仰せのおり、紀美野町内には、役場の出先機関を初め教育施設、診療所、公園な

ど多くの施設があります。また、火葬場、病院、特別養護老人ホーム、し尿処理場、ご

み処理場といった一部事務組合の施設は町内にも近隣市にもございます。 

  このような施設の概要や業務内容等を町民の皆様に御理解していただくことは重要で

あるということは私どもも認識しております。 

  ことしの３月からごみ処理施設紀の海クリーンセンターの本格稼働に伴いごみの分別

方法が大きく変わりました。このような生活に密着し、全ての町民の皆さんに御理解と

御協力を得なければならない場合は、事前に各地区でごみの説明会を開催しました上で、

ごみの分別、出し方ガイドブックも各戸に配布させていただいたところであります。 

  しかしながら、従来の多くの町の関連施設については、改めて施設の業務や概要を町

民の皆様に理解を深めていただく研修会といった機会を設けることはなかなか現実的に

難しいものがございます。 

  平成１７年１２月の合併直前には、町民の皆さんの日常生活に欠かせない行政情報や

役場の体制や業務について、また、公共施設などについて紹介し、皆様の暮らしにお役

立ていただくため「暮らしのガイドブック」を作成し、各戸に配付いたしました。その

後も変更等があった場合は、町の広報紙、町のホームページ、回覧等を通じて随時皆様

にお知らせをしてまいりました。 

  ことしで合併して１０年が経過しましたので、皆様の生活にかかわる最新の情報をお

伝えするため「暮らしの便利帳」を作成し各戸に配付させていただきましたし、町の概

要や行政を紹介した「町勢要覧」も同様に各戸に配付いたしました。 

  行政手続などで御質問や御相談、また各施設の見学や視察の要望等がございましたら、

各施設において個別に対応しておりますのでお問い合わせいただきますようよろしくお

願いいたします。 

  以上、答弁とさせていただきます。御理解いただきますようよろしくお願いいたしま

す。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    ９番、伊都堅二君。 

○９番（伊都堅二君）    ふるさと納税ですけども、４０７万円、まだことし１年た

ってないわけですね。もう４０７万円というのはそれなりに昨年度に比べると非常に大

きくなっているなというふうには思いますけども、ただ、これ今までのみすぼらしい見
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返りに比べると１２品目そろえられたというのは結構大きなことですし、それは評価す

べきことだろうというふうには思います。 

  ただし、同時に、１２品目しかないんかというようなところもありまして、商工会と

か農協でいろいろ協力していただいて１２品目そろえたということなんですけども、ま

だまだ掘り起こしが足りないような気がします。例えば先般、田代議員が岡山県の吉備

中央町というところに研修に行かれたみたいです。岡山県と言えばフルーツ王国でいろ

んなフルーツがたくさんあるんですけども、吉備中央町は余り何もなくて、米を特産品

で、要するに紀美野町に似たような中山間地で米を特産品として見返り品にしたらしい

んです。それが結構大きな成果を上げて何億円かというような見返り品のあれがあると

いうふうなことをこの前、先般、田代議員から聞いたんですけども、そこらを考えると

もっともっと米でもそれだけの効果があるわけですから、そういうことも含めてもっと

追求して掘り下げて検討していただきたいというふうに思います。 

  地域振興というのは、当然主体は一般住民ということになります。町でもあくまでも

関連団体で、それを助ける立場でやらなきゃいけないんですけども、高校野球と一緒で、

指導者がええと結局そのチームが強くなるというところがあって、指導者が野球するわ

けでも何でもないんやけども、何でか知らんけど、すぐれた指導者のもとには選手がよ

く働いてチームが強くなるというのと同じで、やっぱり町がどんな支援をするのか、ど

ういう指導をするのかということが結構非常に大きなウエートを占めてくるというふう

に私は思います。 

  私は選考機関というのを設けて町民に呼びかけて、というのは町の中にはまだまだた

くさんいろんな漬物が上手な人とか、みそつくるのが上手な人とかいっぱいあるんです。

それはまだ絶対紀美野町では商品になってない。というのは商品にしたって売れるよう

な場所もないわけですから、それを掘り下げていくようなそういう努力がこれから求め

られていくんじゃないかと。そのために選考機関というのが必要だろうなというふうに

私は考えているんですけども、それだけではなくて、町おこしとか地域おこしの今は専

門のコンサルタントみたいなもの、そういう人もおられるんで、そういうようなところ

とも相談しながら適切な方法を考えていくのがいいんじゃないかなというふうに思いま

す。 

  あと道の駅の件ですけども、成功する可能性が少ないんやったらやめといたほうがえ

えんじゃないかという意見を言う人もおられます。それで済むんなら非常に問題はない
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んですけども、今の紀美野町というのは非常に高い高齢化率、また地域の商店というの

はほとんど休業・廃業状態になっていると。また、近隣に就職するような工場や企業と

いうのがほとんどないというようなそんな状況に置かれております。 

  町長は前に２０５０年の人口を５,５００人で維持するんやというお話がありました

けども、そのまま放置すれば、恐らく２,０００人切るんか切らんかというようなレベ

ルになるんじゃないかなというふうに思います。５,５００人というのは、それから言

うと非常にハードルが高いように思う。その５,５００人というのを出したということ

は、それなりのビジョンを持って、それをお考えやと思うんですけども、その中で地域

振興、また道の駅の問題、全体の中でどういうふうに捉えていくのかということをお聞

きしたいなと。 

  以上、３点お願いします。 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    伊都議員の御質問にお答えいたします。 

  議員のおっしゃられることは重々わかります。 

  まず１点目のふるさと納税ですが、これにおきましても議員の皆さん方の御叱責をい

ただき、そして今年度から品目もふやし、そしてまたふるさとチョイスというそうした

組織も入り、今やっと４００何万来たところでございます。 

  過去を振り返りますと、この紀美野町のふるさと納税というのは、何か紀美野町に縁

のある方がお世話になったから寄附させてもらうというようなケースが多々ありました。

しかし、今みたいに１万円だけ寄附されると。それでふるさとの産品を送ってほしいと

いうケースが非常にふえています。これも１つの今の社会的なそういう大きな流れやな

というふうに感じておるところでございます。 

  しかし、そんな中でやはり我々もふるさと納税に真剣に取り組んでいると。そんな中

で先ほど米の話がございました。きみの米、これを使った実は金芽米というのを今つく

っております。その袋にも紀美野産ということをはっきり明示して、そうしたものを商

品として今つくっているところでございます。 

  そんな中でやはりおっしゃられたもっと支援しはったら皆さん開発するん違うかとい

うことなんですが、やはり商品をつくるというか、製品をつくると言うても私は限度が

あるなと。というのは、こうした紀美野町であれば、みそ類、また先ほど来言われてお

りましたが、やっぱり特産品としては柿、ミカン、そうしたものが非常に好まれておる
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ところでございます。 

  そんな中でやはりまちづくり協議会の特産品の選定委員会がございまして、そこで選

定をしていただいて、そしてこれやったら外へ出しても恥ずかしくないということで今

それに登録をしていただいているというふうなところでございます。それと、加工グル

ープがあっちこっちへ販売に行っているというふうな状況もございます。 

  そんな中で、議員おっしゃられるとおり、やはりできるだけの支援はしながら、また

助言もしながら、これを特産品の開発、これに力入れていきたいなというふうに思いま

す。 

  それと、２点目の道の駅、これでございますが、やはり道の駅につきましては、もう

皆さん方御承知のとおり、一旦は取りかかろうとしたが、県道野上清水線、これの開通

の時期がはっきりと示されてきたという中で、今、工事が続行中です。これに合わせて

道の駅をつくるべきじゃないかというふうな考えで今はおります。 

  したがいまして、国道３７０号のトンネル、これも１本目は、今、桂瀬で掘っていま

すが、まだやはりだるま渓谷のところ、これも掘った段階、そしてまた県道野上清水線

も恐らくここ二、三年でどんどん工事も進んでくるであろうという、そうした時期を見

ながらすべきであろうと私は今のところ判断しています。それが議員の皆さん方がそれ

やったら遅過ぎるぞと言われるんであれば、またお聞きしていきたいと思いますが、そ

うしたことで観光客を相手にできるだけスムーズにスタートし、これを継続させていき

たい、そうした思いでおりますのでひとつ御理解を賜りたいと思います。 

  それと、ごみ処理場とか、そうした町の施設、これにつきましては、おっしゃられる

とおり、やはり福祉センターには福祉センターの事情があり、また、美里支所には美里

支所にまちづくり課を置いているという事情がございます。そうした各施設を町民の皆

さん方に見ていただく、そうした機会はやっぱり私も広報紙とか、また案内のああいう

パンフというんですか、それではしていますが、実際見る機会は今のところはつくられ

ていません。できたらそうしたことができるように、実は紀の海ごみ処理場を区長会で

見学に行こうというふうな試みが計画されています。 

  そんな中で、そうした１つ効果を見ながら、町民の方々にももし見る機会があれば、

そうしたことを進めていきたい、そのように考えておりますので、ひとつ御理解を賜り

たいと思います。 

  以上です。 
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○議長（小椋孝一君）    ９番、伊都堅二君。 

○９番（伊都堅二君）    ふるさと納税、米の話がありましたけども、ただ単に米を

提示するだけじゃなくて、例えば紀美野の場合だと長谷毛原の米でも小川の米でも志賀

野の米でも結構おいしいという評判が普通聞くんですけども、ブランド化すりゃええん

ですよ。例えば長谷毛原棚田米とか、紀美野の清流米とか、そういう名前をつけること

で付加価値をつけて高く売るんじゃないですけども、見返り品としての促進に結構使え

るんじゃないかなと。柿でもミカンでも同じやと思うんです。何か名前をつけることで、

キャッチフレーズつけることで付加価値なり販売促進につながっていくというようなと

ころがあるんで、そういうことも１つよくお考えをいただきたい。 

  もう１つ、やっぱり製品化は難しいというお話もありましたけども、道の駅での販売、

２つの例で、１つは朝倉町というとこの道の駅の研修しました。年間５５万人の来場者

があると。ところがそこは野菜ばっかりなんです。野菜をたくさんどんどん地域の産地

から来て販売していると、もうかれへん。利益が上がらんのが悩みの種なんですという

話だったんです。片方で都農町というところで研修したときには、来場者が年間で２８

万人、半分しかないんですけども、もうかってしようがないと、ほくほくしているんで

すよ。そこには都農ワインというワイナリーがちょうど近くにあるんです。もともとワ

イナリーでワインを販売していたのが道の駅ができたことで道の駅でも販売していると

いうことで、それがまた結構売れて、ほかにも結構製品が多かったと。その製品化する

ということは、やっぱり原産物を売るよりもはるかに利益を生むし、また腐れへんから

毎日変える必要ないんです。同じものをある程度一定の期間置けるというようないい面

もあります。 

  ある程度、だから、そういうことで今ある農産物もそうなんです。例えばある人が言

ってる。柿をスライスにして干したやつが普通の柿よりもよく売れると、高い値段で売

れるというふうな話も聞いていますし、そういうふうないろんな形で今あるものを含め

て製品化していくということは結構有効な方法、利益を生む方法でもあるし、また農産

物をいろんな形で販売しているということにもつながっていくと、そういうメリットは

あると思います。 

  もう１つ、２問目の質問ですけども、私、何でこの質問したかと言うと、昔、町政モ

ニターというのがあって、野上町に。町政モニターというのになってくれということで、

そのとき黒西町長だったんですけども、２年間町政モニターというのをさせていただき
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ました。それまで私も商売の得意先は海南市と大阪しかないし、別にほかに地域の中で

特別つき合うこともないし、家は野上町の一番端っこにあるし、ほとんど町のことなん

か全然わからへんという状態だったんですけども、町政モニターになったおかげでいろ

んな勉強させていただいて、その後、町会議員に引っ張り出されるんですけども、スム

ーズになることができたというところがあります。町会議員を募るために言うてるんじ

ゃないんですけども、やっぱりスムーズに町政のことを理解していただくというのも紀

美野町も監査で非常に内容的によくなっている、財政的にも非常に目を見張るような改

善がありました。それも含めて少しそういうほうにもお金を使ってもええんじゃないか

なというとこもあったので質問した次第であります。 

○議長（小椋孝一君）    町長、寺本君。 

○町長（寺本光嘉君）    伊都議員の再々質問にお答えをいたしたいと思います。 

  例えば米の場合に、先ほども申し上げましたが、和歌山市のそうした金芽米というの

があるんです。したがいまして、なぜそれを紀美野産とわざわざ大きく書いたかと言い

ますと、やはり紀美野町の水のよさ、きれいな水のところで育った米ですよということ

を強調したかったので実はそうしたことで製品化していただいておるところでございま

す。それも農協から精米所のほうへ行きまして、そこできみの米という５キロぐらいの

袋に小分けして、そしてつくっていただいているということです。 

  それと、やはり製品をそのまま製品で形を変えずに加工もせずに出すということにつ

いては、非常に利益が少ない。そうしたこともおっしゃるとおりだと思います。 

  そんな中ですが、この道の駅の販売というのは、議員の皆さん方も御承知のとおり、

成功しているとこと、また失敗しているとこと極端です。したがいまして、やはり地域

の商工会、また農協、ここらをやはり設立委員として一緒になってこれをスタートさせ

ていくと、設立していくというのがベターであろうと思います。 

  やはり行政というのは、そうした商売とかそういうもんにはたけてません。そんな中

でお知恵をかしていただきながら、議員の皆様方にも入っていただいたらいいと思うん

ですけど、そんな中でみんなでこれをするというふうに考えています。 

  そして、加工所の中につくったり、そして加工しているとこを見せたり、そうしてい

る道の駅も多いです。それが１つの商品に対する興味をひくということから、なるほど

これもいいなというふうに思っています。 

  また、今、実は防災関係で、こと災害が起こったというと、道の駅で皆集合して、そ
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して災害地へ行くと、被災地へ行くというふうなことから、今、国交省のほうでそうし

た災害対策の複合施設ということも補助金の対象になっているようでございます。そう

したあらゆるものを取り入れながら、これから道の駅については考えていきたい、その

ようなことでございまして、ひとつ御理解を賜りたいと思います。 

  以上です。 

○議長（小椋孝一君）    これで伊都堅二君の一般質問を終わります。 

  続いて、３番、七良浴 光君。 

（３番 七良浴 光君 登壇） 

○３番（七良浴 光君）    私は、２点質問させていただきます。 

  １点目、夏祭りについて。 

  木の温もり広場において開催されている恒例の「きみの夏祭り」も、来場者数が町長

の行政報告の中では１万９,０００人を超えたということで大変盛況であり、私もボラ

ンティアの皆さんに感謝しながら祭りを堪能させていただきました。 

  しかし、御承知のとおり、町民の方々も高齢となり、自分一人では祭り会場に行くこ

とができないため、自宅で花火の音を聞いているとの話を聞きました。 

  そこで、町内各地区から祭り会場まで運行する車両、ふれあい号的なものなど、いろ

いろな工夫をすることで多くの町民に夏祭りを楽しんでもらえるのではないかと思いま

すが、町当局の考えをお聞かせください。 

  ２点目の鳥獣害対策についてであります。 

  現在、鳥獣害対策として、メッシュ柵、電気柵及びおりの補助制度並びに鳥獣被害対

策実施員を配置して対応をしていただいておりますが、事情により耕作放棄地としてい

る家庭では、イノシシによって石垣や土手が壊され、隣接農地の方々に大変な迷惑をか

けていると思っている高齢者もおられるのが実情であります。 

  そこで、町でおりをつくり、希望者に貸し出す制度を設けてはと思いますが、町の考

えをお聞かせください。 

  以上、２点よろしく。 

（３番 七良浴 光君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    教育次長、前田君。 

（教育次長 前田勇人君 登壇） 

○教育次長（前田勇人君）    私からは、七良浴議員御質問の１番目の夏祭りについ
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てお答えをさせていただきます。 

  紀美野町の祭りの１つでもあり、夏の風物詩として町内外の多くの皆様方に親しまれ

ております「きみの夏祭り」がことしも多くの来場者のもと行われました。 

  議員御質問の町内各地から祭り会場までの交通手段についてでありますが、バス等を

運行させることとなると、駐車場や会場周辺での交通停滞や会場内における安全面への

配慮、また、高齢者に対する健康面へのスタッフの配置等人的にも費用的にも増加が見

込まれるのではないかと考えられます。 

  この増加分を町の補助金に頼ることとなると町財政も大変厳しいものと考えます。１

人でも多くの町民に楽しんでいただけるよう、今後、実行委員会とともに知恵を出し合

い、話し合ってまいりたいと考えますので、御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

  以上、簡単ではございますが、答弁とさせていただきます。 

（教育次長 前田勇人君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    産業課長、湯上君。 

（産業課長 湯上章夫君 登壇） 

○産業課長（湯上章夫君）    それでは、私のほうから七良浴議員の２番目の質問、

鳥獣害対策についての要旨として、おりを希望者に貸し出す制度は設けられないかにつ

いてお答えさせていただきます。 

  近年、シカやイノシシなどによる農林業被害が増加しており、昨年度の捕獲数は４７

６頭と深刻な状況になっております。 

  鳥獣の捕獲について、鳥獣保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律により、全

ての野生鳥獣の捕獲は禁止されていますが、１つ目として、狩猟制度に基づき狩猟鳥獣

を捕獲する場合、２つ目として、鳥獣による生活環境、農林水産業または生態系に係る

被害の防止の目的の場合や学術研究の目的などの場合で法による許可を受けた場合につ

いては、捕獲することができます。 

  和歌山県での猟期以外は、有害鳥獣捕獲は、農林水産物被害、生活環境の悪化、人身

への危害、また自然生態系のかく乱が現に生じているか、またそのおそれがある場合に、

その防止及び軽減を目的に行うもので、被害の状況及び防除対策の実施状況を的確に把

握した結果、被害等が生じており、原則として防除対策によって被害が防止できないと

認められる場合、各自治体が鳥獣の種類、捕獲数、区域、期間などを決定して許可を出

します。 



－８９－ 

  議員御質問の町でおりを希望者に貸し出す制度については、おりの設置は狩猟免許保

持者で有害鳥獣捕獲許可を受けている人に限りますので、それ以外の方は捕獲すること

ができません。 

  また、イノシシ等の習性が非常に警戒心が強く、臆病であると観察されています。捕

獲には警戒心を解かすため、おりでの捕獲が長期の設置が必要であるかと思われます。 

  今後も被害がある箇所については、猟友会の皆様や鳥獣被害対策実施隊などの関係機

関と連絡を密にして追い払いや捕獲活動を進めたいと存じております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

（産業課長 湯上章夫君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    ３番、七良浴 光君。 

○３番（七良浴 光君）    まず、夏祭りの件ですが、先ほど同僚議員も夏祭りのこ

とで質問をされ、そのときに何か駐車場で料金を取ってはというような発言もあったよ

うに思います。現在の６６０万円で不足する分については、そういう町外の住民の方の

駐車場代を少額ながらいただくというような形等も考えて、できる限り多くの町民の方

が祭りに参加できるような工夫をしていただけないかなということを重ねてお尋ねする

とともに、いろいろな工夫をしてと質問をさせてもらいましたが、町民より聞くところ

によると、祭り当日、会場に行こうとしたところ、案内係である町職員より会場から一

番遠い臨時駐車場に行くよう指示され、その臨時駐車場で、町外の人と思われる人々が

あふれていたために１時間以上の時間が要したとのことでありました。 

  この祭りは、町民のための夏祭りとして６６０万円もの費用をかけて開催されている

のですから、町民の方々には優先して会場近くの駐車場に駐車していただき祭りを楽し

んでいただく方法もあるのではないかと思いますが、再度お尋ねを申し上げます。 

  ２点目の鳥獣害対策についてであります。 

  ただいま課長からの答弁で、狩猟免許がなければ設置ができないというお話がござい

ました。そのことについては私も存じ上げております。そういうことで個人でわなをつ

くっても狩猟免許がないために自分自身では使用できないと思っておりますので、役場

職員や鳥獣被害対策員の協力を得て、わなを町で借りて被害軽減に努めていくことも１

つの方法と思いますので、再度お考えをお聞かせください。 

○議長（小椋孝一君）    教育次長、前田君。 

○教育次長（前田勇人君）    ただいまの七良浴議員の再質問にお答えをさせていた
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だきます。 

  夏祭りについてということで、駐車場の料金を取ってはとか、工夫してできる限り会

場への時間等が待つことのないように行けるようにしてはとか、町民の方々を優先にし

てはといったことの御質問であったかと思います。 

  このことにつきましても、近々また実行委員会が開催されることとなってございます

ので、貴重な御意見をその場で報告をさせていただきたいと思いますので御理解を賜り

たいと存じます。 

○議長（小椋孝一君）    産業課長、湯上君。 

○産業課長（湯上章夫君）    再質問について、おりの貸し出し及び町職員等が従事

して設置できないかということについてお答えいたします。 

  おりにつきましては、長期間の設置がまず必要でないかと思われます。おりにつきま

しても、現在、イノシシのような大きなものは町のほうにはございませんので、まず長

期的に貸し出しできるようなことはできかねます。 

  それと、紀美野町の鳥獣害対策協議会とか、自治体の各猟友会の方々が直接おりを、

地域で被害が発生し相談を受けて猟友会の方々がその地域で仕掛けていただいていると

いうのが実情でございます。 

  以上でございます。 

○議長（小椋孝一君）    ３番、七良浴 光君。 

○３番（七良浴 光君）    夏祭りについては、ただいま課長の再答弁で了解をいた

しましたので、かたがた町民の意向はお伝え願いたいと思います。 

  鳥獣害対策についてでございますが、ただいま課長からどうもおりをつくってもらえ

ないような話でありました。しかし、町の鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例とい

うのは、平成２７年３月議会に上程された条例がございます。その中で鳥獣被害対策実

施隊の任務として、鳥獣の固体数の調整、被害防止及び生息状況の調査を計画的に行い、

もって鳥獣被害の防止に努めるものとすると明記されております。ということになれば、

被害防止という部分もございますので、やはり今後、鳥獣被害対策実施隊の皆さん方の

さらなる協力をいただいて被害の軽減に努めていただけるよう私からの申し出をさせて

いただきますので、担当課長としての答弁を願いたいと思います。 

  以上。 

○議長（小椋孝一君）    産業課長、湯上君。 
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○産業課長（湯上章夫君）    今、議員おっしゃられました鳥獣被害対策実施隊の目

的にもある計画的に被害を防止するという活動内容があります。 

  現在、鳥獣被害対策協議会のほうでおりを所有しておるところもございますので、実

施隊がそれを設置して、そこの地域の被害防止のために活動していただくように私のほ

うからもお願いさせていただきます。 

  以上でございます。 

○議長（小椋孝一君）    これで七良浴 光君の一般質問を終わります。 

  皆様方にお諮りしたいと思います。 

  議案審議の途中でありますけれども、まだ案件が残っており、本日中に終了できない

見込みであります。 

  よって、本日の会議は、これで延会したいと思います。御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本日は、これで延会することに決定いたしました。 

 延 会 

○議長（小椋孝一君）    本日は、これで延会します。 

（午後 ４時４８分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


